
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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(1)本書に記載した内容は,予 告なしに変更することがあります。

(2)本書は内容について細心の注意をもって作成いたしましたが,万
一御不審な点や誤り,記 載も

れなど,お 気付きの点がございましたら,巻 末のハガキにてお知らせください。

(3)当社は,お 客様の誤った操作に起因する障害については,責 任を負いかねますのでご了承くだ

さい。

(4)当 社では,本 書に関して特殊目的に対する適合性,市 場性などについては,一 切の保証をいた

しかねます。

また,備 品,パ フォーマンス等に関連した損傷についても保証いたしかねます。

(5)当社提供外のソフトウェアの使用や信頼性についての責任は負いかねます。

(6)本書の内容の
一部または全部を,無 断でコピーしたり,他 のプログラム言語に翻訳することは

法律で禁止されています。

(7)本 製品パッケージとして提供した本マニュアル,フ レキシブル
・ディスクまたはテープ 。カー

トリッジは本製品用だけにお使いください。プログラムをコピ
ーする場合はパックアップ用だ

けにしてください。プログラムをそのままの形で,あ るいは変更を加えて第二者に販売するこ

は固く禁じられています。

横河 。ヒューレット・パッカード株式会社

許可なく複製,翻 案または翻訳することを禁止します。

Copyright ⑥ Yokogawa―Hewlett―Packard, Ltd。, 1986

All rights reserved. Reproduction, adaptation, or

translation without prior written permission is
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この操作ガイドは,8901Bモ ジュレーション・アナライザおよび8902Aメジャリング・レシーパの基本的な操作方法につ

いて説明したものです。詳細については,英文マニュアルをご参照ください。
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くパネルの概要〉

前 面 パ ネ ル

① MEASUREMENT:AM/FM/φ M,RFパ ワー,RF入 力周波数,オ
ー
ディオ周波数,オ

ー
ディオひずみ/レベル,

IFレベル,同 調RFレ ベル,RF周 波数偏差の各測定を行います。 (各測定項目を参照 ) .

② 表示部:測定結果のほか,エラ‐・コードやスペシャル・ファンクションなどを表示します。 |

③ 表示器:単位を示すほか,各種設定状態も表示します。

④ AUTOMAT:C OPERAT:ON:所 望の測定を最適な設定状態で行うために,入力信号に対しそ自動同調と自動レンジ

設定を行います。 (自動勢申を参照 )

⑤ lNSTR PRESE丁 :電源投入時の初期設定状態に戻ります。(初期設定を参照)

⑥ TRACK MODE/AUTO TUN:NG:同 調の種類を変更します。(RF周 波数同目を参照)

⑦ STORE/RECALL:最 高8種類の本器の設定状態をストア/リコールします。(ストアノリコールを参照)

0_Wノ μV/mv/Vlシ ぶユレ測定で使風する単位キ=です。

⑨ MHz:周 波数のキー入力を完了させる単位キーです。

⑩ MODULAT10N OUTPUT/AUDiO INPUT:内 部復調信号の出力と外部オーディオ信号の入力を行います。

MODULAT10N OUTPUT LED表 示器は,復 調出力信号の種類を示します。AUD10 1NP腑 キーは,内 部復調

信号の出力または外部オーディオ信号の入力のどちらかを選択します。(復調出カノオーディオ入力,オーディォロ

波数測定,オ ーディオひずみ /レベル測定,オ ーディオS:NAD測 定を参照 )

① %CAL FACTOR:各 種校正係数の入力と表示を行います。 (AM校 正 ,FM校 正,RFパ ワー校正係数 ,同調 RF

レベル測定を参照 )

⑫ DiSPLAY FREQ:最 後に同調したRF周波数を表示します。(周波数オフセット・コントロール,RFパ ワー校正

係数を参照 ) ′

Qュ NSOR:パ ワー・センサの接続端子。 (RFパ ワー測定を参照 )

⑭ kHZ(合 )/kHz(0):ス テップ同調のステップ・サイズ設定や周波数の増減を行います。 (RF周 波数同目を参照 )

⑮ DiSPLAY FREQ :NCR:周 波数増減のステップ・サイズを表示します。(RF周 波数同目を参照)

蜘 興駆…_l RF入力信号の入力端子。

O SPCL:ス ペシャル・ファンクションを設定します。(スペシャル0フアンクションを参照)

① ―:マイナス符号

⑩ RANGE HOLD:そ のときの設定状態(レンジ)を固定します。(レンジ・ホールドを参照)

④ 青色キー:青色ラベルのファンクションを設定できるようにします。また,そのときの測定速度に合わせて,ランプが

点滅します。
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②

④

④

②

④

くパネルの概要 (つづき )〉

④ D:SABLE ERROR:エ ラー・メッセージ01～04を表示しないようにします。

3器躙 籍奪i士'精冤青テ蹴ガ蹴緊澁響鰐 テネータ分のレ
ベル補正表示を参照 )

RAT Ю/PREⅥ OUS RAT:0:測 定結果の相対値表示を行います。 (相対饉表示,ロ グ /リニア表示を参照 )

操作説明カード:本器の簡単な操作方法が説明されています。

DETECTOR:変 調測定に使用されるオーディオ検波器です。+ピ
ーク,一 ピーク,± ピ

ーク/2,真 の実効値,平均

値の5種類の検波器のほか,ピーク・ホールド機能もあります。(オーディオ検波器,オ
ーデイオひずみノレベル測

定,オ=デイオS:NAD測定を参照)

lkHz DiSTN/4・00Hz D:STN:オ ーディオひずみ測定をlkHzまたは400Hzオーディオ信号に対して行うようにし

ます。(オーディオひずみ′レベル測定,オーディオS:NAD測定を参照)

CAL:BRAT:ON AM/FM OuTPuT:AMお よび FMの 自己校正を行います。 (AM校 正 ,FM ttrを 参照 )

CALIBRATE/SAVE CAL:RFパ ワー/AM/FMの 各校正 =お よび得られた校正係数を内部メモリにセ
ープし

ます。また同調 RFレ ベル測定におけるレンジ間校正も行います。 (AM校 正 ,FM校 正 ,RFパ ワ
ー校正 ,同調RF

レベル測定を参照 )

⑩ CALIBRAT:ON RF POWER OuTPUT:50MHz, lmWの パワー校正用出力。この信号で外部パワ
ー・センサ

の感度補正を行います。 (RFパ ワー校正を参照 )

① SET REF:レ ベル(パワー)の高確度相対測定を行います。特にアッテネ
ータやアンプの試験に最適です。(同調

RFレベル潤定を参照)

O ROWER:電 源スイッチ(初期設定を参照)

① ZERO: パ ワー・センサのゼロ設定を行います。(RFパ ワ
ー校正を参照)

⑭ PRE D:SPLAY:FM測 定をディエンファシスを入れた状態あるいは抜いた状態で行います。 (FMデ ィエンファン

スを参照 )

⑮  FM DE― EMPHASiS:エ ンファシスのかかったFM入 力信号にディエンファシスをかけます。 (FMデ ィ
エンファ

シスを参照 )

① HP/LP FiLTER:復調帯域幅を求めるハイパス・フィルタとロ
ーパス・フィルタです。(オーデイオ・フィルタ

を参栗:)

LOCAL:HP― IBリ モー ト・コントロール状態から手動操作モ
ードに本器を戻します。

HP― :B指示器 :リモー ト操作のステータスを示します。

⑦

①



くパネルの概要 (つ づき )〉

裏 面 パ ネ ル

① AM OUTPU丁 :AM変 調度に比例した振幅のac信号を出力します。dc成分はIFレベルに関係しています。 出力端

子はdc結合,16kHz帯 域幅 ,10kΩ 出カインピ
ーダンスです。 (AM OUTPUT端 子を参照 )

② FM OUttPUT:FM偏 移に比例した振幅のac信号を出力します。dc成分はIF周波数に関係しています。出力端子

はdc結合,16kHZ帯 域幅,10kΩ 出カインピ
ーダンスです。 (FM OUTPUT端 子を参照 )

③ RECORDER OUTPUT:内 部測定電圧へのアクセスが可能です。(レコ
ーダ出力を参照)

④  :F OUTPUT:150kHz～ 2.5MHzの 被変調 IF信 号を出力します。出カレンジー27～ -3dBm,50Ω 出カインピー

ダンス。 (:F出 力を参照 )

⑤ T:ME BASE 10MHz OUTPUT/1NPUT:入 力端子は外部 10MHzタ イム・ベースの入力を行いますし外部タイム・

ベースは,入 カインピ
ーダンス5000に 対して0.5VP_P以 上のレベルが必要です。出力端子は内部高安定 10MHzタ イ

ム・ベースの出力を行います。出力信号は,γ ΓLコ ンバチブル,出 カインピ
ーダンスは 50Ω です。 (10MHzタ イ

ム ・ベース入出力を参照 )

⑥ MODULAT:ON OUttPUT/AUD:O INPUT:オ プション001を 指定すると,前 面パネルの代わりに裏面パネルに

MODULATION OUTPUT/AUD10 1NPUT端 子が付きます。

⑦ SENSOR:オ プションlll11を指定すると,前面パネルの代わりに裏面パネルにSENSOR端 子が付きます。

③ :NPU丁 :オプション001を指定すると,前面パネルの代わりに裏面パネルにINPUT端子が付きます。

◎ 電源ヒューズ:電源電圧lCXlまたは120Lcのときは2%A,250Vノ
ーマル・プロー・ヒューズ。 電源電圧220また

は240Vacの ときは l1/2A,250Vノ ーマル ・プロー・ヒュ
ーズ。

⑩ シリアル番号:本器のシリアル番号。

① 電源モジュール:電源100,120,220,240Vacで動作します。電源電圧に合わせてヒュ
ーズの下の電源電圧設定プレー

トの向きを変更して,所望の電源電圧値が見えるようにしておきます。

⑫ FREQ OFFSET ttTL OUT:周 波数オフセット・モードにおいて,マイクロ波入力信号と本器の間においた外部

ミキサを入れたり,外 したりするスイッチをコントロ
ールする電圧です。周波数オフセット・モードが選択されてい

ないとき,あ るいは周波数オフセット・モ
ードが選択されていても入力された外部 LO周 波数がOHzの ときには ,

TL出 力はOVで す。入力された外部 LO周 波数が 18GHz以 下の場合には,π L出 力は+5Vに なります。入力さ

れた外部 LO周 波数が 18GHz以 上のときは,TL出 力は 3Vで す。 (周波数オフセット
・コン トロールを参照 )

O HP― iBコネクタ :HP― IBリ モ
ー ト・コントロールができます。

⑭ REMOTE CONTROL RF SWiTCHES:ユ
ーザが組み立てた外部センサ。モジュールにおいて,RF信 号経路と

センサ経路のスイッチを行うためのコントロ
ール電圧です。
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くパネルの概要くつづき )〉

⑮ L0 0UTPUT/:NPUT:オ プションOl13および030を指定すると,LO入 出力端子が付きます。LO出 力端子は,

1.27～1301.5 MHz,約 OdBm(50Ω 出カインピーダンス )の LO信 号を出力します。LO入 力端子は,1.27～1301.5

MHz,約 OdBm(50Ω インピーダンス )の外部 LO信 号を入力します。 (LO入 出力を参照 )

① CAL:BRAT:ON OUTPUT RF PWR/AM/FM:オ プション∞1を指定すると,前 面パネルの代わりに裏面パネ

ルにRF POWER/AM/FMの 校正用端子CALIBRAT10N OUTPUTが 付きます。



く変調測定〉

AM測 定

概 要      AMキ ーを押して,入力信号のAM変調度(最大99%まで)を測定します。スペシャル・ファンクショ

ン2で ,AM変 調度の測定範囲と分解能を設定することもできます。

操作手順     入 力信号に同調後,AMキ
ーを押します。次にオーディオ検波器 (PEAK十 ,PEAK― ,PE測 廻プ 2,

AVG,RMS)と オーディオ検波帯域幅を選択します。

操 作 例     AM変 調度の正 ピークを復調帯域幅 50Hz～ 15 kHzで測定 します。

「断

“̈［‐・‐］

晏ｒ rT¬ に1・1罰
□  □ □

コメン ト スペシャル・ファンクション2で測定範囲と分解能が設定できます。

復調信号がMODULAT10N OllrPuT/AUD10 1NPUT端 子から得られます (ただし,AUD10

1NPモrが 選沢されていないとき)。 また,裏 面パネルのAM OUTPlr端 子からも復調 AM信 号が

出力されます (ただし,オ ーディオ ・フィルタで帯域制限されていません)。 AM OlyrPuT端 子の信

号は,MODULATION OUTPUT端 子の信号に対して極性が反転しています。

|                                - 5 -
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変 調 度

±ピーク

(% )

使用検波器

スペシャル

ファンクション

コー ド

表示分解能

(%)

MODULAT:ON

OUttPUT端 子

感度(Vac/%AM)

自 動 設 定 2.OSPCL 自 動 設 定

≦4 RMS 2.4 SPCL 0.001 1

≦40 Pk,Avg 2.4 SPCL 0.01 0.1

≦40 Pk,Avg,RMS 2.lSPCL 0.01 0.1

≦100 Pk,Avg,RMS

2.2 SPCL

または
2.3 SPCL

0.01



く変調測定 (つ づき )〉

操作手順

要

AM校 正

内蔵AM校 正器を使用 して,本 器のAM復 調器を校正することができます。このとき得られるAM校 正

係数は,SAVE CALキ ーまたはスペシャル ・ファンクション 16を キ
ー入力してストアでき,それ以

後のAM測 定において測定結果の自動補正を行います。校正後のAM測 定確度は,代表値で<0.5¢と

なります。

電源投入後 30分以上経過 してから,次 の手順で校正を行います。

1.CALIBRATION AM/FM OUTPUT端 子とRF INPUT端 子を50Ω ケ
ープル (ま たは■722

Aセ ンサ ・モジュール )で接続 します。

2.CALIBAT10Nキ ーを押します。数秒後,AM校 正係数(のが内部メモリにストアされ,ディスプ

レイに表示されます。AM校 正用回路を充分ウォーム・アップするため,3回 以上この操作を行っ

てください。

3.得 られた校正係数をそれ以後のAM測 定で自動的に使用するために,青色キ
ー,SAVE CALキ ー

を押します。これはスペシャル・ファンクション16.1でも行えます。

AM OUTPU丁 端子

要     AM復 調信号が,裏面パネルのAM OUTPUT端 子 (dc結 合,10Ю 出カインピ
ーダンス)から得ら

れ,モ ニタできます。また,ス ペシャル・ファンクション6。2(ALCオ フ)をキ
ー入力すると,AM

oUTPUr出 力信号は低変調周波数AMの 測定に使用することができます。

注 意

AM OttP町 端子に10Vピーク以上(ac+dc)の逆入力を印加すると本器を損

傷することがあります。ご注意ください。

出力信号はdc電圧 (横波 IFレベルに関係 )と ac電圧 (AM変 調度に比例,帯 域幅 16 kHz)からなりま

す。dc電圧はオフセット電圧ヽffを含んで いますので差引かなければなりません。AM変 調度は,

AM OUTPUT出 力信号より次の式を用いて求めることができます。

AM: 
lv#' 

xloo(6)
ただし,Vpk:ac成 分のピ

ーク値

Vdc:全 dc成分

Vofr:dcオ フセット雪rr

AM ALCが オンのときは,AM OtrrPtrr端 子のdcレ～ 嗜ま
一定に保たれます。したがって,

AM=K・ VpL

AM ALCが オフのとき0ま,AM OUTPUT端 子のdcレベルは信号レベルとともに変化しますので,

定毎に第 1式を使用してAM変 調度を算出しなければなりません。

- 6 -
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操 作 例

AM OUTPuT出 力信号を用いてAM変 調度を測定する場合には,ま ずオフセット電圧を求めます:

AUTOMATIC OPERATIONキ ーを押し,ス ペシャル ・ファンクションを全てオフにします。次に,

dc電圧計をAM OUTPr端 子に接続し,RF入 力信号を取り除きます。MHzキ ーを押して同調を固

定し,電 圧計でオフセット電圧 (Voff)を 読みます。

スペシャル ・ファンクション6.2(AM ALCオ フ)を入力し,RF INPUT端 子にキャリア信号を入

力します。AM OJΓ PUT端 子におけるdc(Vdc)お よびピ
ークac(Vpk)信 号を測定します。第 1式

を用いてAMを 算出します。

AM ALCが オフのときにAM OUTPUT出 力信号からAM変 調度を求める場合は,まずRF INPUT端

子の入力信号を取り除いた状態で,AM OUTPUT端 子にdc電 圧計 を接続して,オ フセット電圧

(Voff)を 測定しておきます。このとき,測 定結果
-0.36Vdcが 得られたとします。RF INPUTh子

にAM信 号を入力し,本 器を同調させます。次にスペシャル
・ファンクション6.2(AM ALCオ フ)

をキー入力します。ここで,AM OUTPUT端 子におけるdc電圧 (Vdc)を 測定します。 (AM変 調周

波数が低い場合は,変 調をかける前にAM OUTPUT端 子におけるdc電 圧を測定 した方が簡単です。)

このとき,-0.46Vdcが 得られたとします。次にAM OUTPtFr端 子におけるac電圧を測定します。

(AM変 調周波数が低い場合は,オ シロスコ
ープが必要になることがあります。)|の とき,0.02Vpk

が得られたとします。

上の例では,AM変 調度は次のように算出されます。

0.02
×llXl(%)=20仏 MAM変 調度 =

l ( - 0 .46 ) - ( - 0 .36 )  |

AM ALC応 答速度

通常,本器は応答時間の遅いAM ALC回 路(下限AM変 調周波数20Hzに 対応 )を使用 しています。

もし,キ ャリア・レベルが変化するような場合には,応答速度を速めてAM測 定を行うこともできます。

ただし,高速 ALCを 選択すると,変調周波数 l kHz以下のAM測 定確度は低下します。

ALCを オフにして裏面パネルのAM OmPUT端 子の信号をみることによって,低 い変調周波数の

AM測 定を行うことができます。またALCを オフにすることにより,キャリア
・レベルの変動に関係な

く,変調度の絶対変化量を測定することもできます(AM変 調器の特性試験に有効 )。

概

- 7 -
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操作手順     ALC応 答速度の変更は,ス ペシャル・7ァ ンクションをキー入力して行います。

操作手順

操 作 例

要

AM ALC応 答
スペシャル
ファンクション
コー ド

低速 ALC

(AM変 調周波数>20Hz)
6.O SPCL

高速 ALC

(AM変 調周波数>l kHz)
6.l SPCL

ALCオ フ 6.2 SPCL

FM測 定

入力信号のFM偏 移を測定します。スペシャル・ファンクション2で ,FMの 測定範囲と分解能を設定

することもできます。

入力信号に同調後,FMキ ーを押します。次にオーディオ検波器 (PEAK■ ,PEAK― ,PE測 憚げ2,

AVG,RMS)と オーディオ検波帯域幅を選択します。必要に応じてディエンファシスをかけます。

FM偏 移の正ピークを復調帯域幅 50Hz～ 15 kHz,ディエンファシス750μsで測定します。

rT¬ r電要「¬電lmlコ r=翼Ⅷ :¬

□  □ □□ □□

コメント スペシャル ・ファンクション2で 測定範囲と分解能が設定できます。

FMピ ークロ移
(±kトセ)

使用検波書

ス ペ シ ャル

ファンクション

コード

表示分解能

(H z )

復調出力感度
(Vac/%Hz)

自 動 選 択 2.O SPCL 自 動 選 択

≦ 0.04 RMS 2.4 SPCLl 0.01 1∞

≦0.4

RMS

Pk,Avg

P k , A v g , R M S

2.4 SPCL

2.4 SPCLl

2.l SPCLl

10

≦ 4

Pk,Avg

Pk,Avg,RMS

Pk,Avg,RMS

2.4 SPCL

2.lSPCL

2.2 SPCLl

1 1

≦ 40 Pk,AVg,RMS
2.2 SPCL

2.3 SPCLl
10 0.1

≦ 400 Pk,Avg,RMS 2.3SPCL 100 0.01

1・ 750μ sデ ィエンファシス,プ リ・ディスプレイのとき



く変調測定 (つ づき )〉

操作手順

要

復調信号がMODULAT10N OUTPUT/AUDIO INPUT端 子から得られます(ただし,AUD10

1NPuTが 選択されていなぃとき)きまた,裏面パネルのFM OuTPUT端 子からも復調FM信 号が出

力されます。もしRF入 力信号が正確なFM復 調を行うために必要なレベル以下になると,自 動的に

FM機 能はオフになります (ただし,FM OUTPUTは 除く)。

1.5MHz IFで キャリア周波数 <2.5MHzの RF信 号を測定すると,MODULAT10N OuTPuT端 子

の出力信号は極性反転となります。 455kHz IF使 用時またはキャリア周波数>2.5M彫 のときは,

FM OUTPUT端 子の出力信号は極性反転となります。

FM 校  正

内蔵FM校 正器を使用して,本器のFM検 波器を校正することができます。このとき得られるFM校 正

係数は,SAVE CALキ
ーまたはスペシャル・ファンクション17をキー入力してストアでき,そ れ以

後のFM測 定において測定結果の自動補正を行います。校正後のFM測 定確度は,代表値で<0.5%と

なります。

電源投入後30分以上経過してから,次の手順で校正を行います。

1.CALIBRAT10N AM/FM OUTPUT端 子とRF INPUT端 子を50Ωケーブル (ま たは 11722A

センサ 。モジュール )で接続 します。

2.CALIBRATIONキ ーを押 します。数秒後,FM校 正係数(%)が 内部メモリにストアされ,デ ィス

プレイに表示されます。FM校 正用回路を充分ウォ
ーム・アップするため,3回 以上この操作を行

ってください。

3.得 られた校正係数をそれ以後のFM測 定で自動的に使用するため,青 色キ
ー,SAVE CALキ ーを

押します。これはスペシャル ・ファンクション17.1でも行えます。

FM OUttPU丁 端子

要     FM復 調信号が,裏面パネルのFM OUTPUT端 子 (dc結合,10Ю 出カインピ
ーダンス)から得られ,

モニタできます。これは他の測定モード中にFMを モニタしたり,低変調周波数FMを 測定する場合な

どに使用することができます。

注 意

FM OUTPUT端 子に 10Vピ ーク以上 (ac+dc)の 逆入力を印加すると本器を

損傷することがあります。ご注意ください。

出力信号はdc雷序 (lF周 波数に関係 )と ac電圧 (FM偏 移に比例,帯域幅 16 kIIz)からな ります。

dc電圧はオフセット電圧Voffを含んでいますので,差 引かなければなりません。オフセット電圧は,

1.5MHz IF使 用時で約 0.8Vdc,455kHz IF使 用時で約
-5.6Vdcで す。

- 9 -
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操作手順

コメン ト

V a c : V o f f  -
KX(FREQ ERROR)  た だし,Vdc:FM OlrrPuTの dcttE C)

ただし,voffは周波数偏差 (FREQ

下記の方法で求めます。

1000          voff:IFで 決まるdcオフセット

電圧 C)

K:FM感 度 (mv/kHzま たは

V/MHz)

FREQ ERROR: FRER ERROR

キーを押したときの周波数偏差

測定結果 (kHz)

ERROR)が 0妊レのときに測定して求めます。また,FM感 度は

FM OUTPUT端 子の感度は,まず2 MHzキ ャリア信号(無変調)を RF入 力端子に入力し(スペシャ

ル・ファンクション3で 1.5Mtt IFを 使用 ),こ のときの出力電圧を外部dc電圧計で測定 します。

次に l MHzキャリア信号を入力し,同様の方法で出力電圧を測定します。FM感 度K(mV/kHzま たは

V/MHz)を 次式を用いて求めます。

K=(2M陀 のときのV dc)一 (lMHzの ときのV dc)

キャリア周波数>2.5 MHzの ときは,ac出 力成分 (FM偏 移に比例)の極性が反転します。

FMデ ィエンファシス

復調 FM信 号にディエンファシスをかけます。概

"", Arl望当笙f°
nκハ・" ′

‐‐OC●00utハFO●、 ”̈
”

FMデ ィエンファシス

時定数 (μs) 3dB周 波数ポイン ト(Hz)

２５

５０

Ъ

５０

6366

3183

2122

212.2



く変調測定 (つづき )〉

操作手順    ‐ 所望のディエンファシス・キーを押しますもこのとき,AUD10 1NPUTが 選択されていなければ,

MODULATION OUTPUT/AUD10 1NPUT端 子でディエンファシスのかかったFM復 調信号がモニ

タできます。

プリディスプレイ(PRE DISPLAY)キ ーをオンにするとディエンファシスが入った状態で,オ フ

にするとディエンファシスを除いた状態でそれぞれFM測 定を行います。

操 作 例     750μ sディエンファシスを挿入して,正 ピークFM偏 移を測定する。

・̈”□
ｒ ¬r電耳「¬ぼ 輩μコ

□   □ □

コメント     デ ィエンファシスは,MODULATION OUTPUT端 子の出力信号に影響しますが,FM OtrrPu■ 出

力信号には影響しません。

750ハディエンファシスを選択すると,MODULAT10N OUTPtr端 子の出力感度が 10倍 向上 しま

す。このとき,偏 移測定は40 kHz以 下に制限されます。表示分解能は同じです (ただし,プ リディス

プレイのときは分解能は 10倍 )。

φM(位 相変調 )測定

概  要      φ Mキ ーを押して,入 力信号のφM偏 移を測定します。スペシャル・ファンクション2で ,φ M偏 移の

測定範囲と分解能を設定することもできます。

操作手順     入 力信号に同調後,φ Mキ
ーを押します。次にオーディオ検波器 (PEAKt,PEAK ,PE郎 社 /2,

AVG,RMS)と オーディオ検波帯域幅を選択 します。

操 作 例     φ M偏 移の正ピークを復調帯域幅 50Hz～ 15 kHzで測定します。

rT¬ rT¬ 電T■濶

□  □  □ □

コメント     ス ペシャル ・ファンクション2で 測定範囲と分解能を設定できます。

変調レンジ

士ピーク

(ラ ジアン )

腱用検波器

スペシャル

ファンクション

コード

表示分解能

(ラ ジアン)

MODULAT:ON

OUTPUT肝

感度(V“ノラジアン〕

自 動 設 定 2.OSPCL 自 動 設 定

<0.4 RMS 2.4SPCL 0.0001 10

＜
一

Pk,Avg 2.4SPCL 0.001 1

≦ 4 Pk,Avg,RMS 2.lSPCL 0.001 1

≦:40 Pk,Avg,RMS 2.2SPCL 0.01 0.1

≦4∞ Pk,Avg,RMS 2.3SPCL 0.1 0.01

一 H一



く変調測定 (つ づき )〉

操作手順

コメン ト

要

φM偏 移の表示単位は,ラ ジアンの代りに度 (°)で表わすこともできます。1,745 RATIOをキ
ー入力し

てください。

PSK(位 相シフト・キーイング)などのパルス ド位相変調は,本器では正確に測定または復調できません。

オーディオ ・フィルタ

電源ハムやサブ・キャリアなどの不要信号を取除くために,オ ーディオ・フィルタを挿入することがで

きます。

所望のフィルタ。キーを押します。フィルタを除くときは,も う
一度そのフィルタ。キーを押します。

ハイ′くス・フィルタ:50Hz,300Hz

口_′くス.フ ィルタ :3kHz,15 kHz,>20 kHz

全てを解除    :ALL OFF

オーディオ・フィルタは,復 調信号経路に挿入されますので,MODULATION OUTPUⅣ AtIDIO

INPlrr端 子の復調出力信号にもフィルタがかかります。

ある設定状態では,オ ーディオ・フィルタが自動的に挿入されています。 455kHz IF使 用時または

RF入 力周波数<2.5 MHzの ときに,もし他のロ
ーパス・フィルタが選択されていなければ 15 kHzロ

ーパ

ス・フィルタが入ります。このとき,ALL OFF(>200 kHzロ
ーパス ・フィルタ)は選択できません。

455kHz IFで 使用されていた 15 kHzローパス・フィルタは,1.5MHz IFが 選択されると自動的に

取除かれます。

φM(位 相変調 )測定では低周波数オーディオ信号に高い感度を持っていますので,50Hzま たは3C10

Hzハ イパス・フィルタを挿入してください。
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ォーデ ィオ検波器

概   要      6種 類のオーディオ検波器 (PEAK十 ,PEAK― ,PEAK± /2,RMS,AVG,PEAK HOLD)が 用意

されています。

PEAK■ ,PEAK― ,PEAK± /2は それぞれ正ピ
ーク,負 ピーク,(正 ピ

ーク+負 ピーク)/2で 復調

信号のピーク値を測定します。 PEAK HOLDは ,PEAK+ま たはPEAK― とともに使用 して,最 大ピ

ーク値をホール ドします。 RMSは ,真 の実効値検波器です。 AVGは ,平 均値検波器であり,正 弦波

の rms値 で校正されています。 RMSお よび AVG両 検波器は,雑 音関連測定に適しています。

コメント      出 力端子 (AM OllrPuT, FM OUTPUT,MODULAT10N Oly「 PUT/AUDIO INPUT)か らの

出力信号には,オ
ーディオ検波器は影響を与えません。

通常 ,オ ーディオ検波器の応答速度は高速に設定されています。雑音の多い信号を測定する場合などで

は,測 定結果がばらつくことがあります。このようなときは,オ
ーディオ検波器の応答速度を遅くして

(スペシャル ・ファンクション5.1),読 みを安定することができます。

検波器の応答速度 スペシャル・ファンクション

速 い 5.O SPCL

遅  い 5.l SPCL

オーディオ・レンジ

概  要      本 器は正確な測定を行うため,自 動的にオ
ーディオ・レンジを設定しています。スペシャル ・ファンク

ション2は ,手 動でこのオ
ーディオ・レンジを選択します。

操作手順     所 望のオーディオ・レンジを,ス ペシャル
・ファンクションで選びます。

変調レンジ

±ピーク

(% )

使用検波器

スペシャル

ファンクション

コー ド

表示分解能

(% )

MODULAT:ON

OUTPUT端 子の

感度 (Vac/%AM)

自 動 設 定 2.O SPCL 自 動 設 定

≦ 4 RMS 2.4 SPCL 0.001 1

く 40 Pk,Avg 2.4 SPCL 0.01 0.1

<40 Pk,Avg,RMS 2.l SPCL 0.01 0.1

≦ 1∞ Pk,Avg,RMS

2.2 SPCL

または

2.3 SPCL

0.1 0.01

A M

-13-
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FM

変調レンジ

(±ピークk,セ偏移)
使用検波器

スペシャル

ファンクション

コー ド

表示分解能

(「I z )

MODULAT!ON

OuTPUT端 子の

感度 (V a c / % H z )

自 動 設 定 2.O SPCL 自 動 設 定

≦0.04 RMS 2.4 SPCLi 0.01 100

≦0.4

RMS

Pk,Avg

Pk,Avg,RMS

2.4SPCL

2.4 SPCLl

2.l SPCL=

0.1 10

≦ 4

Pk,Avg

Pk,Avg,RMS

Pk,Avg,RMS

2.4SPCL

2.lSPCL

2.2 SPCLl

1 1

≦【40 Pk,Avg,RMS
2.2 SPCL

2.3 SPCLl
10 0.1

≦400 Pk,Avg,RMS 2.3 SPCL 100 0.01

I  ?50as 7 t  -vz 7vz,  / l  7  t  ^J v4 L L6lcoa&rf lE l

φM

変調レンジ

(± ピーク・

ラジアン偏移)
使用検波器

スペシャル

ファンクシ ョン

コー ド

表示分解能

(ラ ジアン)

MODULAT:ON

OuTPUT端 子の

感度(mVa/デ ″シ)

自 動 設 定 2.O SPCL 自 動 設 定

<0.4 RMS 2.4 SPCL 0.0001 10

//≦4 Pk,Avg 2.4 SPCL 0.001 1

\<12 Pk,Avg,RMS 2.lSPCL 0.001 1

≦⊆40 Pk,Avg,RMS 2.2 SPCL 0.01 0.1

≦400 Pk,Avg,RMS 2.3SPCL 0。1 0.01

＼、 クυ可

l i.´ ‐→ み、■

 `  ■  の_シ
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RFパ ウー測定

概  要      RF POWERキ ーは: 11722センサ。モジュールまたは8480シリーズのパワ
ー・センサを接続して,RF

～マイクロ波帯の校正されたパワー測定を行います。センサが接続されていない状態でRF ROWER

キーを押すと,校正されていないRFレ ベル測定を行います。

仕様で保証された測定確度を得るには,セ ンサの校正係数をあらかじめ本器の内部メモリに入力し,ま

た本器を校正しておかなければなりません(RFパ ワ
ー校正,RFパ ワー校正係数を参照 )。また,低 レ

ベルのパワー測定を行う場合や環境変化がある場合には,セ ンサのゼロ。セットをくり返し行う必要が

あります。

操作手順     パ ワー・センサまたはセンサ。モジュールをSENSOR入 力端子に接続して,RF POWERキ ーを押し

ます。正確なRFパ ワー測定を行うためには,入力信号周波数が変化する毎に本器を再同調しておかな

ければなりません(RF周 波数同調の項を参照 )。

パワー・センサを校正していない場合には,パ ワ
ー測定を実行する前に校正を行わなければなりません

(RFパ ワー校正,RFパ ワー校正係数参照 )。

RFパ ワー・レンジを手動設定する場合は,次 のスペシャル・ファンクションを使用します。

RFパ ワー ・レンジ スペシャル・ファンクション・コー ド

自動設定 10.O SPCL

レンジ1(最 高感度 ) 10.lSPCL

レンジ2 10.2 SPCL

レンジ3 10.3SPCL

レンジ4 10.4 SPCL

レンジ5(大 電力 ) 10.5 SPCL

測定結果は,次 の単位で表示されます (表示単位は,ソ ース・インピーダンス50Ωのときのものです )。

リエア ロ グ

W dBm

V dBV

mV dBmV

μV dB μV

コメント     8902Aで 単一入力周波数の微小信号レベルを測定する場合は,TUNED RF LEVELキ
ー(同調 RF

レベル測定 )を使ってください。

-15-
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操作手順

要

RFパ ワー校正

RFパ ワー校正に使用する50 MHz校 正用発振器は lmW(OdBm)の 高安定 RFパ ワー・ソースであり,

米国国家標準 NBSに トレーサブルです。この基準信号を用いて,外部パワー・センサの50MHzに お

ける感度 (入力電力対出力電圧 )の高確度補正を行います。

パワー・センサの校正0ま,ZERO,CALIBRATE,SAVE CALの 各キーを使用して行います。 50

MHz以 外の周波数におけるパワー・センサの校正は,パ ワー・センサに印刷されている校正係数をあら

かじめ本器の内部メモリに入力しておいて行います (RFパ ワー校正係数参照 )。

RFパ ワー校正 (SAVE CAL)(m=1に なる)

ゼロ設定(ZERO)

(b=0に なる)

以下の RFパ ワー校正は,ま ず使用するセンサの校正係数が本器の内部メモリにストアされていること

を確認してから行ってください(RFパ ワー校正係数の項を参照 )。

1. センサのゼロ勢申

使用するパワー・センサに対して本器を校正するときは,ま ずセンサの出力端を本器のSENSOR

入力端子に,ま たセンサの入力端を本器のCALIBRATION RF POWER OWPtrr端 子嵯

続します。 RFパ ワー校正は,少 なくとも電源投入後 30分以上経過してから行います。

ZEROキ ーを押すと,数 秒後に約 OWが 表示されます (ただし,CALIBRATEキ ーはオフにし

ておく)。

2 RFパ ワー校正用発損器

CALIBRATEキ ーを押して,RFパ ワ
ー校正用発振器がオンになります。

3 RFパ ワー校正

SAVE CAL(青 色キー,CALIBRATE)を 押して,表 示が lmWに なり校Iが 行なわれます。

もう
一度CALIBRATE(ま たは他の測定キー)を押して,校正用発振器をオフにしておきます。

以上で,RFパ ワーの校正は完了し,本 器の内部メモリに必要な校正デ
ータがストアされます。以後の

測定では,自 動的にこれらの校正係数および校正デ
ータが使用され,校 正された測定結果が得られます。

本器を使用センサに対して校正するときは,ま ずパワ
ー・センサの出力端を本器の SENSOR端 子に,

またパワー・センサの入力端を本器のRF POWER OUTPUT端 子に接続 し,次 の手順で校正 します

(ただし,RFパ ワー校正係数はすでに入力されているものとします )。

操 作 例

-16-
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ゼロ“申

・̈̈□
ｒ ¬「

“uBRA■ON¬

□
ζp

数秒後に約OWが 表示されます。

RFパ ワー校正

―
“u響“―

□
製mATC匡
コロ勢ぃ

約 lmwが 表示されます。

パワー校正用発振器のオフ

CALIЁRATEキ ーまたは他の測定キーを押して,パワー校正用発振器をオフにしておきます。

コメント     RFパ ワー校正は一度行えば,パ ワー・センサを取り換えない限り再度やり直す必要はありません。校

正データは内部不揮発性メモリにストアされますので,た とえ電源を切っても保存されます。

温度や湿度などの環境変化がある場合には,パ ワ
ー測定を行う前に必ずZEROキ ーを押して,センサの

ゼロ・セットをしてください。ヽ

他の種類のパワー・センサに取り換えると(例えば8482Aか ら8484Aに ),本 器を再度校正しなければ

なりません。再校正を必要とするときは,本 器がRECALを 表示します。パワ
ー・センサを頻繁に交換

する場合には,本 器のス トア/リ コール機能を使って各パワ
ー・センサの校正係数をメモリすることが

できます (ス トア/リ コール参照 )。

同じ種類のパワー・センサに取り換えても(例 えば H722Aか ら他の H722Aに ),本 器を再度校正 しな

ければなりません。このときは,本 器は再校正の必要性を自動検知できません。

RFパ ワー校正係数

本器によるRFパ ワー校正は,内 部 RFパ ワ
ー校正用発振器を用いて,"MHzに おける外部パワー・

センサの校正を行います。 (RFパ ワー校正の項を参照 ).50MHz以 外の周波数におけるセンサの校

正は,セ ンサに印刷されている校正係数 (表 )を本器にキ
ー入力して行います。校正係数は,本 器内部

メモリにストアすることができ,RFパ ワー測定時にパワ
ー・センサの周波数特性を自動補正します。

入力信号周波数に対応する校正係数が存在しない場合は,補 間法によって自動的に校正係数が求められ

て使用 されます。内部メモリには,基 準校正係数 (50MHz)と 最高 16ペ アの周波数 /校正係数がス(

アできます。

スペシャル・ファンクション37を 使用 して,校 正係数の内部メモリヘのス トアおよび表示を行います

(コ メントを参照 )。

要

操作手■

- 1 7 -
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操 作 例 校正係数のストア

1.パ ワー・センサに印刷されている基準校正係数(例 :98.5%)を内部メモリにストアする。

2.パ ワー・センサに印刷されている周波数/校正係数ペア(例:lMHz/990%)を 内部メモリにス

トアする。

同様にして,残 りの周波数/校正係数ペアを内部メモリにストアする。

3.全 校正係数の入力の終了後,実際のパワー測定で自動的にこれらの校正係数力硬用されるように,

AUTOMATIC OPERAT10Nま た|ま37.OSPCLを キー入力する。

37.3SPCL職 ったデータ入力をした場合には,CLEARキ ーを押して正しいデータを入力し直す

ことができます。また,既存の校正係数を書き直す場合はその周波数と新しい校正係数を入力しま

す。既存の校正係数を削除する場合は,その周波数と校正係数0¢を入力します。

ストアされている校正係数の確目

1.ス トアされた基準校正係数を確認する場合は,ま ず本器をRFパ ワー測定モードにしておき,次 の

ダ欅Fヒ之抑囃=ニー

―
mt―

rw¬

□□□□ □
輛
…
¬

□ 日ュ…

ス トアされた周波数 /校正係数ペアを確認する場合は,本 器を RFパ ワー測定モードにしておき,

次の手順でキーを押す。

r… ¬    「

□□□□
輛
…
¬

□ □pttY
(周波数を表示 )

鷹
…
¬

□ 日ょ“_
(校正係数を表示 )

”̈一面日］
同様にして,残 りの周波数 /校 正係数ペアを確認することができます。

修率   ′
′7ド7

斉?C,卜■〆F ブ0/ なヾフ

rCODE¬

□□□□
_ 0■

7 A¬

□□□□
「==rru腱
¬。“■‐‐¬
□ 日ュ“_

¨
□

円
ＳＰ
一

ｒ

―
C00C口‐‐
¬r

□□□□
F‐lr印
田自
¬′
‐‐°A‐1日
¬

□ 日 □ □
尾==ruに
・。“暉‐‐
¬

□ 日ふ…

「

ｓ̈Ｐ・菌日］



〈レベル測定 (つ づき )〉

同調RFレ ベル測定 (8902Aの み )

要     8902Aの 同調RFレ ベル測定(TUNED RF LEVEL)は ,無 変調単
一周波数のCW信 号レベルを低

いレベルまで測定します。この測定には,被測定信号の性格により,同期検波と平均値検波の2っの検

波モードがあります。初期設定モ
ードでは,本器は同期検波モ

ードになっています。

同期検波モード(スペシャル ・ファンクション4・0～ 4.3)は ,狭帯域 IFフ ィルタとIF同期検波器を

使用して,低 雑音の信号レベルを高い感度で測定するものです

残留FM雑 音力整量堕堅董盤ピ型雌茎』鑓吐≦二重理曇⊇ o平 均値検波モ
ード(スペシャル ・ファンク

ション4.4～4.7)は ,広帯域フィルタとIF平均値検波器を使用して,ド リフトや残留FM雑 音を含む

信号の低レベル測定を行います (ただし,同 期検波モ
ードで得られる高感度は備えていません)。

本器は,まず入力信号に同調した後でパワ
ー測定を行います。パワー測定の結果は以後の同調 RFレ ベ

ル測定における絶対基準値として使用されます。次に入力信号レベルを下げていくと,本器は IFア ン

プを10 dBステップ変化して測定確度を保っています。さらに入力信号レベルを下げていくと,こ んど

はRFア ンプ(計 3段 )が挿入され,最低レベル(同期検波では
-127dBm)ま でのレベル測定が可能

‐ に なります。このとき得られる校正係数は,そのときの周波数でのみ有効です。

力 一康”］
．デ‐‐‐‐‐ｉ・▼・，‐

同調RFレ ベル測定

レンジ     レ ンジ
2            3・(00m)

。30‐
、
●20

。1 0

0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

-00

-90

レンジ
,

1-12)

{-32,

-100

- , : 0

- 1 2 0

- ' 3 0

―102

中19 SPCLは レンジ3を 10dB上 方に上げます。

同期検波モード

3ツ
′2工p″3

入 力

{dBm)

●30

●20

●10

0

-10

-20

-30

-40

-50

-60

-70

-80

-90

-100

- 1 1 0

- , 2 0

-:30

一誨”‐‐，２２Ａ‐
．Ｐ丁――――――上▼．２０

レンジ

同調RFレ ベル測に

レンジ    レ ンジ
2           3・

AuT0
1-59,

Ⅲ19SPCLは レンジ3を 10dB上 方に上げます。

平均値検波モー ド

ζ́しυ POた |′マ

操作手■ 同調 RFレ ベル測定に籠対確度を与える手順 :ただし,あ らかじめ RFパ ワ
ー校正を行っているもの

とします (RFパ ワ
ー校正の項を参照 )。

1.入 力信号レベルを使用パワー・センサのレンジ内 (例えば, ■722Aで は+30～
-20dBm)に 設定

します。

2.以 下の手順に従って,校 正を行います

2-1.内 部スイッチを備えたセンサ 。モジュ
ール (H722Aな ど)を使用する場合 :

S(シ フト)キーとTUNED RF LEVELキ
ーを押すと,測 定結果とRECALが 表示さ

れます。ここでCALIBRATEキ
ーを押します。

-19-
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操作例 1

操作例2

操作例 3

2-2.パ ヮー・センサとRFケ ープルを別々に使用する場合 :

まず,被測定信号の周波数をキー入力して,本器を手動同調しておきます。ここでS(シ

フト)キー,TUNED RF LEVELキ ーを押すと,"― ―
"が
表示されます。

CALIBRATEキ ーを押して再度
"一―"が表示されたら,被 測定物からパワ

ー・センサ

をはずし,代 わりにRFケ
ープルで本器のRF INPUT端 子と被測定物を接続します。

入力信号レベルを下げていったときの校正手順 :ただし,あ らかじめ上記の絶対確度を与える手順を実

行してから行ってください。

RECALが 表示される毎にCALIBRATEキ ーを押します。

SG(標 準信号発生器 )の出カレベル校正 (～ -127dBm)を H722Aセ ンサ。モジュ
ールを使って行う

場合 :

1.SG出 カレベルをOdBmに 設定します。

2.FREQま たはAI■OMATIC OPERAT10Nを 押して, 本器を入力信号に自動同調しておきます。

3. S(シ フト)とTUNED RF LEVELキ ーを押します。このときRECALが 表示されます。

4.CALIBRATEキ ーを押します (これにより,同調RFレ ベル測定のRFレ ンジ1に絶対確度が伝

えられます )。

5.次 にSG出 カレベルを順次下げていきます (例えば 10dBず つ )。約-35dBmの とき, 再度

RECALが 表示されます。ここでcALIBRATEキ ーを押します (これにより,同調RFレ ベル測

定の RFレ ンジ2に絶対確度が伝えられます)。

6.さ らにSG出 カレベルを順次下げていきます。約-70dBmの とき,再度RECALが 表示されます」

前と同様に,こ こで CALIBRATEキ ーを押します (これにより,同調 RFレ ベル測定のRFレ ン

ジ3に絶対確度が伝えられます )。

7.さ らにSG出 カレベルを下げていくと,-127 dBmま での微小信号レベルの自動測定が行えます。

徴小出カデ′くイスのレベル測定 (例え|ゴーHO dBrn)を■722Aセ ン4・ モジュ
ールを使って行なう場

合 :

1。 SG(デ バイスの周波数に設定 )を用いて操作例 1(ス テップ1～ 6)に 従って,本器の同調 RFレ

ベル測定の自己校正を行っておきます。

2.STORE x(xは 数値キー1～ 8の いずれか )を押し,こ の周波数における同調RFレ ベルの自己

校正係数を内部メモリにストアしておきます。

3.次 に,被測定デバイスをSGの 代りに接続し,本 器でRECALL x(xは 1～ 8のいずれかで

STORExの 設定状態をリコール )を押して測定を実行します:

可変アッテネータの校正 (相対測定 )を RFケ ーブルを使って行なう場合 :

L FREQま たはArOMATIC OPE｀ ATIONを 押して,本器を入力信号に自動同調しで終きます。

2.S(シ フト)とTuNED RF LEVELキ ーを押し,測定結果が表示されます。

3.SET REF(青 色キー,ZEROキ ー)を押し,ス テップ2の測定結果を以後の相対レベル測定の

基準値として設定します。さらにLOG/LINキ ーを押すと相対測定はdBまたは¢のどちらかの単

位で表示されます。
4.可 変アッテネータの減衰量を変えて,他のレベルでの測定を行ないます。もしRECALが 表示され

た場合は,CALIBRATEキ ーを押します(これにより,同調RFレ ベル測定のRFレ ンジ間の補正

が行われます )。

同調RFレ ベルの相対測定モードの解除は,26.OSPCLで 行ないます。
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コメント     CALIBRATEキ ーを押すときは,入 力信号のレベルが一定に保たれてしヽなければなりません。同調

RFレ ベル測定の校正は,パ ワー測定レンジーRFレ ンジ1の間,RFレ ンジ1-RFレ ンジ2の間,

RFレ ンジ2-RFレ ンジ3の間で行われ,得 られる3つの校正係数は内部メモリに自動的 にストアさ

れます。この校正係数は入力信号周波数が同調RFレ ベル校正時の周波数の±5%の 範囲を越えない限

り有効です。また IF検波器は,入 力信号が±5 kHz以 上 ドリフトするような場合には,再 同調を要し

ます。

校正係数は,そ れが得られたときの周波数や内部フィルタの状態と直接関係しています。したがって,

これらのいずれかが変化すると,校正係数は無効になります。          ′

最高8ペ アの同調 RFレ ベルの周波数/校正係数ペアが,ス トア/リ コ
ール機能を使って内部メモリに

ストアできます。

校正ができない場合は,次 の操作のいずれかを行ってください。       ― ′

― □I込 塁墾表示されるまで入力信号レベルを上げる。
一 パワー・センサを校正する(RFパ ワー校正の項を参照 )。
一 1/Fアンプを自動設定モードにする(9.OSPCL)。
一 RFア ッテネータ,RFア ンプを自動設定モードにする(1.0ま たは 1.9 SPCL)。

RECAL,UNCAL表 示は次のような意味を持っています。

RECAL表 示のみ :測定値は校正されていますが,次 のレンジとの境い目にあるためCALIBRATE

キーを押すことによって次のレンジに移行 (レ ンジ間校正 )してください。

UNCAL表 示のみ :測定値は校正されていません。校正を行うために入力信号レベルを大きくし,

RECALが 表示されるようにしてください。

RECALと UNCALの 両表示 :測定値は校正されていません。CALIBRATEキ ーを押して校正を試

みることができます。

無表示 :測定値は校正されています。このときには,校 正をさらに行なう必要はありません。

ピーク同調RFレ ベル測定

概  要      8901Bの TUNED RF LEVELキ ーと8902Aの スペシャル ・ファンクション36は , lFレ ンジ内の

ピークRFパ ワーをピーク応答 IF検波器で測定し結果を平均パワ
ーに換算 して表示します。ただし,

ピーク同調 RFレ ベル測定は校正されていません。したがつて,パ ワ
ー測定や89o2Aの 同調 RFレ ベル

測定 (TUNED RF LEVEL)の 確度は得られません。 ピ
ーク同調 RFレ ベルは,周 波数 ドリフトの

ある信号のレベル測定やフラットネス測定などに使用します。

操作手順     8902Aの 場合は入力信号に同調した後に,36.O SPCLを キ
ー入力します。 8901Bの場合は入力信号

に同調した後にTUNED RF LEVEL(Sキ
ーとTUNED RF LEVELキ ー )を押します。
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外部アッテネータ分のレベル補正表示

概  要      本 器に接続 した外部アッテネータ/ア ンプにおける減衰や利得分を補正したレベル測定を行います。

操作手順     減 衰または利得の補正値をdBで キー入力します。 た だし,利 得の場合はマイナス(青色キー,小 数点

キー )キ ーを押 しておきます。次に,dB EXT ATrEN(青 色キー,LOG/LIN)キ ーを押 します。

そのときのレベル補正値は,25.2 SPCLキ ーを押して確認できます。レベル補正表示モ
ードの解除

は ,dB EXT AT「 ENキ ーをもう
一度押 して行います。

操 作 例     本 器に接続 した外部 10dBア ンプの入力端子におけるレベルを測定するための補正。

― 写『¬ r=…
V¬

□回□□ □ 甲―             ● A―
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く周波数測定 〉

RF入 力周波数測定

概  要      入 力信号の周波数 150kHz～13CICIMHzを自動測定しま丸 感度は150kHz～650MHzに おして約
-25dBm,

650MHz～ 1300MHzに おいて約-20dBmで す。

おおよその周波数が既知の場合には,手 動同調モ
ードを使用して感度を約-60dBmま で,ま た8902A

の同調RFレ ベル ・モードを使用して感度を約
-100 dBmま で上げることができます。

操作手順     入 力信号に同調させた後に,FREQキ ーを押 します。

RF周 波数偏差測定

概  要      RF周 波数偏差測定は,RF入 力信号の周波数と本器が同調した周波数の差を測定します。これは,入

力信号のドリフトの測定や前面パネルでキー入力した基準周波数値からの実測入力信号周波数のずれの

測定などに使用します。

操作手順     周 波数 ドリフト測定を行なう場合は,まず入力信号に自動同調した後にMHzキ ー押 して本器の同調を

固定します。次にFREQ ERROR(Sキ ーとFREQ)を 押して,周波数のずれを測定します。

基準値からの周波数の相対的なずれを測定する場合は,ま ず基準値をキ
ー入力した後にMHzキ ーを押

します。次にFREQ ERROR(Sキ ーとFREQ)を 押して,周波数のずれを測定します。

操 作 例     30MHzで 発振するように設計された発振器の周波数ずれを測定する。

「
回
ぱ
□

r_'"*"*1 r**l'=.t-\ 
!3I' r--l t-l

l:J*o u L-,
o Jffi1

コメント     RF周 波数偏差の測定は,そ のとき選択されている IF通 過帯域幅内に信号がある場合のみ有効です。

IF帯 域幅は, 1.5MHz IFの ときは約 3MHz,455kHz IFの ときは約 200kHzで す。
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〈周波数測定 (つ づき )〉

操作手順

RF周 波数分解能

スペシャル ・ファンクション7を使用 して,RF周 波数の測定分解能が変更できます。

自動モードでは,RF周 波数<2.5MHzの ときは 10Hz分 解能,約 2.5～320M厖 のときは loOHz,

>320 MHzの ときは 1000Hzです。

次のスペシャル・ファンクションを押します。

RF周 波数分解能 スペシャル ・ファンクション・コー ド

自 動 設 定 7.O sPCL

10Hzネ 7.l SPCL

lCЮHz 7.2 SPCL

l kHz 7.3 SPCL

・ただし,20GHz以 上の外部LOを 使用している場合には分解能は 100Hz

です。

RF周 波数同調

本器は,自 動同調および手動同調ができます。自動同調モードでは,全 入カスペクトラムに渡って信号

をスキャンし,信 号がみつかれば LO(内 部ローカル発振器 )を調節 して適切な IFが得られるように

します。手動同調モードでは,前 面パネルから所望の周波数値をキー入力し,そ れに対して適切な IF

が得られるように LOが 設定されます。

通常,LOは 入力信号周波数よりも1.5 MHzま たは455 kHz上方に設定されます。ただし入力信号周波

数が2.5 MHz以 下の場合には,LOは 1015MHzに 設定され入力信号が直接 IFに なります。

同調には次のような4つ の方法があります。

1.自 動同日 (低雑音 LO)モ ー ド

.全 周波数レンジに渡って入力信号をスキャンします。もし同一レベルの2信 号が存在する場合に

は,周波数の高いはうの信号に通常同調します。第 2,第 3高周波のレベルは基本波よりも10

dB以 下であり,ま たその他の信号は希望信号よりも30 dB以下でなければなりません。
一度同

調が行われると,LOは 内部低雑音VCOに ロックされ,高安定かつ低雑音の測定が可能になり

ます。もし入力信号がなくなると(ま たは-20～ -25 dB m以下になると ),本 器は自動同調を

最初からやり直します。このモードは,電 源投入時またはAUTOMATIC OPERAT10Nキ ーが

押された時に選択されています。

2.自 動同調(ト ラッキング )モー ド

全周波数レンジに渡って入力信号をスキャンします。ただし,上 記 1の場合と異なり,LOは 内

部 VCOに ロックされず,代 わりに入力信号そのものにロックして追従していきます。もし入力

信号がなくなると(または LOが 帯域を変更すると),本 器は同調を最初からやり直します。こ

のモー ドは,455回 眩 IFが 選択されている場合や入力信号が 10MHz以 下の場合には使用でき

ません。

‘
■
「

要

■

「

要

“
■
「
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〈周波数測定 (つ づき )〉

3.手 動同目(低雑音LO)モ ー ド

キー入力された周波数値に同調します。
一度同調が行なわれると,LOは 内部抵雑音 VCOに ロ

ックされます。

4.手 動同調 (トラッキング )モード

キー入力された周波数値に同調します。ただし,上 記3の場合と異なり,LOは 内部 VCOに ロ

ックされず,代わりに入力信号そのものにロックして追従しています。

kHz(↑ ),kHz(↓ )キーを使って,所望の周波数で同調周波数をステップ変化することもできま九

操作手順     自 動同調 (低雑音LO)モ ード:AmOMATIC OPERATIONキ ーまたはAUTO TUNING(青 色キ
ーとTRACK MODE)を 押します。

手動同調 (低雑音LO)モ ード:MIIzキー(周波数値をキー入力する場合は,デ ータ入力後に単位キー)

を押す。あるいはRANGE HOLDキ ーを押します。

トラッキング・モード:TRACK MODEキ ーを押します。

ステップ同調を行なう場合は,所望の周波数ステップ・サイズをキー入力した後,単位キーkHz(↑)ま

たはkHz(↓ )を押します。
一度ステップ:サイズを設定すると,kHzキ ーを押すだけで同調周波数を

ステップ変更できます。

コメント     低 変調周波数の大偏移FM信 号への同調 :自動同調はできません。手動同調してください。

狭帯域FM(ま たはφM)へ の同調 :自動同調 (低雑音LO)モ ードで同調します。

キャリア周波数に対するフラットネスを測定 :自動同調 (トラッキング)モードまたはピーク同調 RF

レベル測定モードを使用します。

低レベル信号への同調 :手動同調 (低雑音LO)モ ードで同調します。

ドリフトを測定 :大レベル信号が存在しているときにレベル信号の ドリフトを測定する場合には,手 動

同調 (ト ラッキング)モードを使用 します。

イメージ周波数 :LOは 入力信号よりIF周波数だけ大きい周波数に設定されます。このとき本器は,希

望信号の他に,イ メージ周波数 (LO周 波数十二F周波数)にも応答してしまいます。このよぅな場合に

は,手動同調モードにして同調周波数を2XIF周 波数だけ小さく設定することによってイメージ周波数

応答を避けることができます。

(LO● 55t"=)
NO“l“̂ι

ru“〔O Fn〔OuE"cv
一ｍ囃

[LO―:511"2,   こ0
～OMi"AL

7じ“Co Fncou〔"cv

ttO・i5●|12)

!“̂G〔
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くオーディオ測定〉

オーディオ周波数測定

概  要      内 部復調信号または外部オーディオ信号の周波数を測定します。

操作手順     内 部復調信号の周波数測定は,AUDID FREQ(S,AM)キ ーを押して行います。

外部オーディオ信号の周波数測定の場合は,さ らにAUD10 1NPUTキ ーを押します。このとき,測定

レンジは20Hz～ 250 kHzで,ま た外部オーディオ信号は4Vrmsを 越えない範囲,入 カインピーダン

スは 100 kΩです。

オーディオひずみ /レベル測定

概  要      内 部復調信号または外部オーディオ信号のひずみ率を測定します。また外部オ
ーディオ信号のレベルも

測定することができます。

ひずみ測定は,基本波4∞IIzまたはl kHz(±5¢)に対して行えます。

外部オーディオ信号のレベル測定は,最大4Vrms(入 カインピーダンス1∞КDま で可能です。

操作手順     内 部復調信号のひずみ測定は,AUDIO DISTN(S,FM)キ ーを押して行います。外部オーディオ信

号のひずみ測定を行う場合は,さ らにAUDIO INPlЛ キ
ーを押します。

ひずみ測定は,基 本波 l kHzまたは400Hzの選択が必要で,lkHz DISTN(青 色キ
ー,PEAK+)

および4∞Hz DISTN(青 色キー,PEAK― )の 2つのキーで選びます。

外部オーディオ信号の真の実効値レベルは,30.OSPCLキ
ーを押して測定します。

オーディオS:NAD測 定

概  要      ス ペシャル・ファンクション29.0は,受信機の感度試験で用いられるSINADを 測定します。基準信号

周波数400Hzま たは lkHzに 対し測定が可能です。SINADは ,外 部オーディオ入力信号または内部復

調信号について測定できます。測定は rms検 波器 (真の実効値検波 )で行ないます。

操作手順     1.外 部オーディオ入力信号または内部復調信号のどちらかを選択します。外部オーディオ入力信号を

選ぶ場合は,MODULAT10N OrPUT/AllD10 1NPUT端 子にオーディオ信号を入力し,

AUDIO INPllrを 押して選択します。内部復調信号を選ぶ場合は,29,OSPCLを キ
ー入力します。

本器の初期設定では,内 部復調信号が選択されています。

2.基 準信号周波数 (lkHzま たは 40011z)を選択します。 1妊レ基準信号に対して SINADを 測定す

る場合は, 1畑 レ DISTN(青 色キーとPEAK+)を 押します。 40011z基準信号に対してSINAD

を測定する場合は,4∞ 彫 DISTN(青 色キ
ーとPEAK― )を押します。

3.表示単位(dBまたは%)を LOG/LINキ ーを押して選択します。
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く隣接チャンネル漏洩電カ ノSSB雑 音測定 〉

隣接チャンネル漏洩電力 /SSB雑 音測定

要     オ プション030シ リーズを指定すると,隣 接チャンネル漏洩電力測定やSSB雑 音 (キ ャリア雑音 )測

定を行うことができます。ここでは,RF周 波数への同調,選 択した IFフィルタ
ーの通過帯域でのレベ

ル測定,隣 のチャンネルヘのオフセットそしてそのチャンネルでのレベル測定までの基本的な測定につ

いて述べてあります。同調をとった周波数にオフセットを加えることによって,キ ャリアの側波帯雑音

が IFフ ィルタ内を通過しそれを測定します。この時の IFの バンド内のレベルとバンド外のレベルとの

比がdBで 表示されます。

測定は,主 にスペシャル
・ファンクションを使用します。測定に用いるLOは ,内 部 LOと 外部 LOの

2つ があります。内部LOは RF周 波数300 MHz以 下の場合でそれはどの測定確度を要求 しないときに

用います。RF周 波数 300 MHz以 上で高確度,高 感度測定を行う場合には外部LOを 用います。ただし

RF周 波数 300 MHz以 下の場合でも外部LOを 使 うことにより高確度測定が行えます。 LO指 定のスペ

シャル ・ファンクションは次のようになります。

スペシャル ・ファンクション

23.0内 部LOを 指定

23.1 外部LOを 指定 (オ プション030シ リ
ーズには裏面パネルLO入 力端子が含まれる。)

23.2 LOの ステータス表示 (内部LO:0,外 部 LO:1)

オプション030シ リーズでフィルタ。オプションを指定すると,2つ の IF BPF(IFバ ンド・パス・

フィルタ)を選択使用することができます。これらの通過帯域幅は,隣 接チャンネル漏洩電力測定にお

ける特定の標準に合致した IFフ ィルタを用意しています。下表はオプションのフィルタとバンド幅のリ

ストです。

フ ィル タ オプション No.

12.5kHz隣 接チャンネル漏洩電力測定用フィルタ

25 kHz           ″

30 kHz                 ″

2.5 kHz SSB雑 音測定用フィルタ

ナ 032
#(033

#035

+/037

全ての選択電力測定は3つ のプロセスに分けられます。はじめの 2つは,隣 接チャンネル漏洩電力およ

びSSB雑 音測定のどちらにも共通です。 3番 目のプロセスはそれぞれの測定に合わせて行います。

1.LO設 定

アナライザを選択電力測定モー ドにします。

。内部LOを 使用する場合 ;(LO周 波数 )=(入 力周波数 )+455kHzに 自動同調されます。

。外部LOを 使用する場合 :(LO周 波数 )=(入 力周波数 )+455 kHzに 手動同調します。

2.基 準値設定

基準となるレベルを測定し(外部 LOを 使っている場合は最大レベルになるように LO周 波数を

微調整した後 ),そ れを基準レベルにするため OdBに 設定しますo

3a.隣接チャンネル漏洩電力測定

フィルタの-6dB点 に同調させたあと,特定の隣接チャンネル ・フィルタに応じた適当な周波数

のオフセットを加えます。

3b.SSB雑 音測定

2.5kHz帯 域幅で測定した電力をdBc/Hzに 帯域幅換算をして表示させます。実際の測定は,

LO周 波数 (内部LOも しくは外部LO)に 適当なオフセットを加えながらSSB雑 音を測定します。
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操作手順    こ れより隣接チャンネル漏洩電力測定や SSB雑 音測定の代表的アプリケ
ーションにおける操作手順に

ついて述べます。

隣接チャンネル澤洩電力測定

隣接チャンネルには上側波帯チャンネルと下側波帯チャンネルがあり,こ の両側波帯を測定する必要が

あります。また測定に用いるLOは 内部 LOと 外部 LOが あり,こ の 2つ の LOを 使ったときの操作方

法について述べてあります。内部 LOは 300 MHz以 下でそれはどの測定確度要求がない場合に用い,外

部LOは 全帯域でより正確な測定を行うためのものです。

内部 LOを 使った場合の上側波帯,下 側波帯隣接チャンネル澤洩電力測定の場合。 (以下,入 力信号の

あるチャンネルの上側波帯チャンネルをUSB,下 側波帯チャンネルをLSBと します。)

LO離

1.入 力周波数に同調をとります。 (FREQキ
ーを押せば自動的に入力信号をサ

ーチし,それに同調

をとります。このあとMHzキ ーを押してヤニ‐アル
・モードにしま九 この操作は自動同調した

周波数と同じ周波数を手動入力したことと同じになります。 )

2.23.OSPCL(内 部LOを 指定 )を押します。

LO周 波数は入力周波数より455 kHz上に自動的に設定されます。

基準値設定 (下記の操作は帯域幅の広いほうのフィルタを使用 した場合です。詳細はスペシャル
・ファ

ンクションの表を参照 )

3.24.O SPCLを 押して選択電力測定モードを選択します。

4.24.l SPCLを 押してキャリアレベルの IF基準値を表示 (単位V)さ せます。

、 5.24.2SPCLを 押して基準を OdBに 設定します。

隣接チャンネル漏洩電力測定

6a.LSB測定;隣接チャンネル漏洩電力測定を行うには,下の手順でLO周波数をオフセットします。

例)チ ャンネル ・スペ
ース25 k H Zの場合

6b.USB測 定 ;隣接チャンネル漏洩電力測定を行うには,下 の手順でLO周 波数をオフセットします。

例)チ ャンネル・スペース25 kHzの場合

rttA輩ぉ
け¬

□
「
□
ぱ
□

rrulC¬
い
¬

□P置″

チャンネル ・スペース
オフセット周波数

LSB USB

12.5 kHz(CEPT)

25 kHz(CEPT)

-12.5 kHz

-25 kHZ

12.5 kHz

25 kHz

7.24.2 SPCLを 押します。隣接チャンネル漏洩電力がディスプレイに表示されます。

-28-

「
□
げ
□

「晰

ｍ̈〔［［［〕

聾ｒ



隣接チャンネル漏洩電力

外部 LOを 使 った場合のUSB隣 接チャンネル漏洩電力測定の場合
LO設 定

1,FREQキ ーを押 して入力信号 に自動同調 させるか、 も しくは直接周波数をキー入
力 します。

2.内 部 LOを 用いるか外部 LOを 用いるかを決めます。

内部 LOを 用いる場合 ― 〉 ステップ5に進みます。

鴛訛F堪1撃]身溜詭』
留LF』鸞よ熟,営献∴

る
ち鶴漱貶 夕(響

LO信 号源を接続 します。 (LO INPUTに ついての詳細は LOの 入力/出 力を

5。

参照)
23.lSP CL(外部 LOを 指定)を押 します。   注 1)

外部 LOの 周波数をステップ 1の 入力周波数より IF周 波数だけオフセ ッ トした周
波数に設定 し、 さ らに出カ レベルはOdBmに設定 します。
(LO周 波数)=(入 力周波数)-4 55kHz
内部 LOの 場合、 910〔kH2↓〕と入力 します。 これによって LOの イメージ周波数に
設定 された ことになります。

基準値設定 (下記の操作は帯域幅の広いほうのフィルタを使用 した場合です。 詳細 はスペシ

無、、■‖ぅ
ヤル ・ファンクションの表を参照)

の・らな  6.24,OSPCLを 押 して選択電力測定モー ドを選択。

]う√I‡Fl曇J‖菫i[::言t::曽護i曇][[i「]』lilliliLL与∫ぁま

2■31.T―青経角可島R3縁tま:i[i]:〔
:サ::I想」首:IIlittf撃

酪磋ξ

llチ]ラ野世薔[IIE群
を設定します。俵示はL同0

12.-6d3が 表示されるまで LO周 波数を少しづつ高 くします。
13.LOの 周波数を次の周波数だけ高くします。

ヽ
ノ
）

Ft*v* tv .z^ r -a 6dBネ
・
イントか らのオフセフ}周波数

1 2 . 5ヒH z ( o , t 0 3 2 )

2 0 k H z ( o p t  0 3 3 )

2 5 k Hι ( o p t  0 3 3 )

8 . 2 5ヒH z

1 3 1 H z

1 7 k H z

2黙

リ

隣接チャンネル漏洩電カパワーが表示されます。
14.内 部 LOの 場合、 チャンネル ・スペース分をキー入力したのち、 〔k‖z↑1を押 し、

ψ ~切輛FLざ源場暮F事卓サ賛λIズス生雪発F響ざZ高襲嚢雹喜1きまb。
隣接チャンネル漏洩電カパ ワーが表示されます。

)9-■

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形
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隣接チャンネル漏洩電力

LO設 定

1,FREQキ ーを押 して入力信号 に自動同調 させるか、 もしくは直接周波数をキー入
力 します。

2.内 部 LOを 用いるか外部 LOを 用いるかを決めます。

内部 LOを 用いる場合 ― 〉 ステップ5に進みます。

外部 LOを 用いる場合、 内部 LOの 自動サ
ーチ機能を止めるため、任意の周波数 (例

100MHz)を手動入力 します。 さらに本器の裏面パネルの LO INPUTコ ネクタに

LO信 号源を接続 します。 (LO INPUTに ついての詳細は LOの 入力/出 力を

参照)
23。lSPCL(外部 LOを 指定)を押 します。 注 1)

外部 LOの 周波数をステップ1の 入力周波数よりIF周 波数だけオフセットした周

波数に設定 し、 さらに出カ レベルはOdBmに設定 します。

(LO周 波数)=(入 力周波数)+455:Hz

基準値設定 (下記の操作は帯域幅の広いほうのフィルタを使用 した場合です。 詳細 はスペシ

ャル ・フランクションの表を参照)

蘇 《`疱 5.24.OSPCLを 押 して選択電力測定モー ドを選択。

畔、十幸 表羅要暑金言::::i[:罐 』:][[[]]fliti[[:讐 事∫
ぁま

8。内部 LOの 場合 :周波数ステップ(ιHz単位)を入力した後、24.2SPCLを押し、 さ
らに[kH2↑〕〔LHz↓]を押すことによって内部 LOを 微調整で
きます。

b・外部 LOの 場合 :微小周波数ステップで周波数を可変します。

十 喜菱:||::l::螺ヒ専墓を縦します。俵示はL"0

.〔

D外
部 LOを 農 った場合の LSB隣 接チャンネル漏洩電力測定の場合

0

2 βヽ

みゝ ｀ 1扉喜丁｀ ンネル漏洩電力測定

11.-6dBが 表示 されるまで LO周 波数を少 しづつ低 くします。

12,LOの 周波数を次の周波数だけ低 くします。

チ ャンネル ・スペー ス 6dBホ
。
イン}からのオフセフト周波数

1 2 , 5ヒH 2 ( O p t  0 3 2 )

2 0ヒH z ( o o 1  0 3 3 )

2 5 k H z ( 0 , 1 0 3 3 )

8 ,  2 5 k H z

1 3 k H z

1 7ヒH z

隣接チャンネル漏洩電カパワ
ーが表示されます。

13.内 部 LOの 場合、チャンネル・スペ
ース分をキー入力したのち、 〔kHz↓〕を押し、

2Ψ、トー筑輛配ざ減場基F事キす賛んII負生雪縫青菅ざZ高優嚢T息1壱ま与。
隣接 チャンネル漏洩電カパワ

ーが表示されます。

D
29-2

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形

ritsuko
長方形



く隣接チャンネル澤洩電力 /SSB雑 音測定 (つ づき )〉

外部 LOを 使ったSSB雑 音測定 (オ プション“7に 限る)

SSB雑 音測定は,LO自 身のSSB雑 音が非常に大きく影響するため低雑音外部LOを 用いて下さい。

LO設 定

1.FREQキ ーを押して入力信号に自動同調させます。外部LOの 周波数を設定するため,こ の時の

周波数を記録しておきます。

2.内 部 LOを の自動サーチ機能を止めるため,任 意の周波数 (例 100 MHz)を 手動入力します。

3.本 器裏面パネルのLO INPtFコ ネクタにLO信 号源を接続します。 (LO INPUTに ついての

詳細はLO入 出力の項を参照 )

4.外 部LOの 周波数をステップ1で記録した周波数より455 kHz高 い周波数にし,出 カレベルを

OdBmに 設定します。

5.23.l SPCL(外 部 LOを 指定 )を押します。   注 1)

基準値設定

6.24.O SPCL(選 択電力測定モード)を押します。

7.24.5 SPCLを 押してキャリアレベルの IF基 準値を表示 (単位V)さ せます。

8.24.6 SPCLを 押して基準を OdBに 設定 します。

9.表 示が最大になるまでLO周 波数を微調墜 します。

10.も う一度 24.5 SPCLを 押します。

11.も う一度 24.6 SPCLを 押して基準を設定 します。 (表示は 0.00 dB)

SSB雑 音測定

12.外 部 LOの 周波数を少しずつ減少させながら
-6 dBに なる点 (FЮ w)を 求めます。

13.外 部 LOの 周波数を少しずつ増加させながら-6dBに なる点 (FHI)を 求めます。

14.ス テップ 12,13で 求めた (FLOW)と (FHl)の 中間の周波数を基準周波数とします。

基準周波数 (LOref)=(F■
Ow3+(FHIl

15.24.7 SPCLを 押します。 (l Hz帯 域幅に換算を行ってdBc/Hzで 表示させます )

16.基 準周波数 (LOref)に 任意オフセット周波数 (5kHz以 上 )を加えSSB雑 音を測定 します。表示

はディスプレイに表示されます。

注 1)途 中でERROR(エ ラー )が表示されることがあります。そのまま次のステップに進んで下さい。

注 2)SSB雑 音を測定する場合には,キ ャリアから5 kHz以 上離れたオフセット周波数から開始しιト

さい。

- 3 0 -



く隣接チャンネル漏洩電カ ノSSB雑 音測定 (つ づき )〉

スペシャル 。ファンクション

SPCL スペシャル ・ファンクション コ メ ン ト

０

　

１

　

２

内部LOを 指定

外部 LOを 指定

LOの ステータス表示 (内部LO;0,外 部LO:1) 数秒間だけの表示

24.0 選択電力測定モードを指定 アッテネータ固定 , I F = 4 5 5  k H z

RFハ イパス ・フィルター ;ON

周波数エラー,レ ベル ・エラーの表示 :OFF

24.1

24.2

帯域幅が広いほうのフィルタを使用するときのレファ

レ ンス設 定

レファレンスをOdBに設定

IFの帯域幅はオプション030の装着時 によ

り決まる。

24.3

24.4

帯域幅が狭いほうのフィルタを使用するときのレファ

レンス設定

レファレンスをOdBに設定

IFの帯域幅はオプション030の装着時によ

り決まる。

24.5

24.6

24.7

SSB雑 音測定用のフィルタを使用するときのレファレ

ンス設定

レファレンスをOdBに 設定

SSB雑 音測定時の正規化表示 (dBc/Hz)

オプション037装 着時のみ

24.8

24.9

SSB雑 音測定の雑音帯域幅をキー入力設定

雑音帯域幅を表示

オプション037装 着時のみ

SSB雑 音測定フィルタの雑音帯域用の再入力と確認

スペシャル ・ファンクションの24.8,24.9は ノイズ測定時,必 要に応じて帯域幅の変更をすること

ができます。通常これらは,フ ィルタ
ーの特性 (2.5 kHz代表値 )と して測定 し,工 場出荷時にメモ

リに記憶されて出荷しています。

コメント     外 部 LO,を使用する場合

RF入 力周波数が30o MHz以 上で測定する場合,低雑音で周波数分解能の高い信号源を使用して下さい。

このとき手動で任意周波数 (例 えば 100MHz)に 同調をとり外部 LOに 影響がないようにします。 (詳

細はRF周 波数同調の項を参照 )

- 3 1  -



く入出力〉

概

復調出力 /オーディオ入力

MODULAT10N OUTPUT/AUD10 1NPtrr端 子は,復調信号の出力および外部オーディオ信号の入

力を行います。復調信号出力のときは,出カインピーダンス600Ω,dc結 合となります。オ
ーディオ信

号入力のときは,入カインピーダンス100 kΩです。

注 意

10Vdcまたは 30 dBm(lW)以 上の信号をMODULATION OUTPUT/AUDIO

INPUT端 子に印加しないでください。本器を損傷することがあります。

測定モー ドによってMODULATION OUTPlyr/AIID10 1NPUT端 子の機能が変わ りま九 また,変

調 ,オ ーディオ検波器 ,オ ニディォ ・フィルタなどによって,レ ンジや分解能が異なります (オ
ーディ

オ ・レンジの項を参照 してください )。

!F出 力

裏面パネル IF OUTPUT端 子 (BNCメ ス )で ,本 器の IFを モニタできます。得られるac結合信号

は,周 波数 150 kHz～2.5 MHz,出カレベルー27～
-3dBm(対 50Ω負荷,レベルは設定状態によって

異なる)です。 3dB帯 域幅の代表値は,3 MHz(2.5 MIIzロ
ーパス・フィルタ使用時 ),2∞ kHz

(ワ イ ド455 kHzパソドパス ・フィルタ使用時 ),30 kHz(8902Aの み,ナ ロ
ー455 kHzバンルくス・

フィルタ使用時 )の 3種類があります。

要

IF OUTPUT端 子に,40Vdcま たは+15 dBm以 上の逆入力信号を印加しない

でください。本器を損傷することがあります。

,o0711CR
“EASurtcMc"τ
clRCulTS'018

NPuv A7響鴇
70R 「OR‖窪l

LOCAL
OSCILLATOR

lF 8UFF〔●

[I]●藝EE



概

く入出力 (つづき )〉

10 MHzタ イム ・ベース入出力

要     TIME BASE 10MHz INPUT端 子は,外 部 10M彫 タイム・ベ
ース基準信号の入力を行います。入

力端子は ac結 合され,0.5Vp― p以 上の信号レ
ベルが必要です。入カインピーダンスは約 5∞Ωです。

TIME BASE 10M彫 OJPPtrr端 子 (オプション∞2)は ,内 部 10MHzタ イム ・ベース基準信号

の出力を行います。出力端子は 50Ω,TTLコ ンパチブルです (開放端に対しOV～ >2.2V)。

注 意

TIME BASE 10MHz INPUT端 子に20Vピ ーク(ac tt dc)以上の電圧を印

カロしないでください。またTIME BASE 10MHz OUTPUT端 子に 3Vdcまた

は+20dBm以 上の信号を入力しないでください。本器を損傷することがありま

九

コメン ト オプション∞2(高 安定タイム
・ベース)を装備している場合には,10MHzタ イム ・ベ

ース出力は常

にこの高安定タイム・ベース信号になります。

外部タイム・ベースは,本 器の全ての測定確度に影響を与えます (特に周波数関連 )。

LO入 出力 (オプション003)

オプション003は ,内 部ロ
ーカル発振器 (LO)の 出力を裏面パネルL00UTPUT端 子を通してLO

INPUT端 子に入力します。これは,周波数 1.27MHz～ 1301.5MHz,レ ベル約 OdBmの 信号です。ま

た,L00UTPUTを 信号源として,LO INPUTを 外部ローカルの入力端子として使用することも可

能です。

注 意

LO INP嘲 子には40Vdcまたは+5dBm以 上の信号を印加しないでください。

またL00UTPUT端 子にはdc電圧や RFパ ワ
ーを印加 しないでください。本

器を損傷することがあります。

操作手順 内部ローカル発振器を本器のローカル信号として健用する場合

1.L00UTPUT端 子とLO INPUT端 子を接続します。

lNPUT   T出
01 lF AMP   A出

OR ‖
晏惜1

T00THER
MEASUREMENT
CIRCU:TSヽ

「
コ

一
Ｔ

一亜
一
０

一

Ｌ̈
一

ｒ
Ｌ
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く入出力 (つ づき )〉

外部ローカルを使用する場合 (LO :NPUT端 子使用 )

1.1.5Mtt IFま たは 455kHz IFの どちらかをスペシャル
・ファンクション3で選択します。

2.MHzキ ーを押して, 本 器を手動同調モ
ードに設定します。

3.外 部ローカル信号の周波数を,同調したい周波数に IF周波数を加えた値に設定します。

4.外 部ローカルのレベルをOdBmに 設定します。

内部口=カ ル用信号を信号源として使用する場合 (L00UTPUT端 子健用 )

1.1.5MHz IFま たは455鳳セ IFの どちらかをスペシャル・ファンクション3で選択します。

2.L00UTPUT端 子で得たい周波数から IF周波数を差し引いた値を単位 M彫 を用いてキ
ー入

力します。 (ただし,LOを 2.96 MHz以下にするときは,455 kHz IFを 選択して,さ らに8.1

SPCLで エラー01を解除しておきます。 )

レコーダ出力

要     RECORDER出 力端子は内部電圧計で読まれている電圧を出力します。この内部雪FF計はさまざまなポ

イントの電圧を測定しているため,通常の測定モードではRECORDE端 子からはパルスしか得られま

せん。

この出力端子は,オ シロスコープを用いて信号をモニタしたり,測定器の内部動作チェックなどを行な

うときに使用できます。ただし,外部プロッタなどを使って測定結果をプロットする用途には利用でき

ません。

スペシャル・ファンクション49および50は ,内 部各部の電圧をRECORDER端 子から出力(内部電圧

計をバイパス)しますので,外部に高性能電圧計を準備すれば,各種の測定がより高い分解能で行なえ

ます。このとき,本器の設定状態 (同調やレンジ)は固定されています。

スペシャル ・ファンクション RECORDER出 力端子の出力

49 0 SPCL

49.01 SPCL

49.02 SPCL

49.03 SPCL

49.04 SPCL

49.05 SPCL

49.∞ SPCL

4007 SPCL

49.09 SPCL

490A SPCL(A=シ フ ト

49.OB SPCL(B=シ フ ト

400D SPCL(D=シ フ ト

49.OE SPCL(E=シ フ ト

49.OF SPCL(F=シ フト

50.06 SPCL

50.07 SPCL

キーと0)

キーと1)

キーと3)

キーと4)

キーと5)

グランド

RFピ ーク検波器グランド

RFピ ーク検波器出力÷ 3

RFピ ーク検波器

AM校 正器レベルX10

AM校 正器レベルXl

ォーディォ・レンジ検波器

RMS～ DCコ ンバータ

オーディオAVE検 波器

ォーディオPEAK検 波器

IF平 均値検波器

IFピ ーク検波器

ALC電 流

RF平 均パワー

βF同
期検波器 (RMS前 )

.IF同期検波器 (RMS後 )



く入 出力 (つ づ き )〉

操作手順     ア ナログ・データの外部測定器への受渡しは,次 の手順で行ないます。

1.所 望の測定モードを選択します。以後の手順では ,本 器は保護されていません (再同調,レ ンジ変

更,エ ラー表示などができない )ので,本 器への入力信号の変化に注意しておく必要があります。

2.ス ペシャル ・ファンクション(上記表を参照 )を キー入力します。

測定単位はV(ボ ル ト)です。例えば通常の FMの 読みが35.O kHzであるとき,ス ペシャル・ファ
ンクション49.OAを押すと,RECORDER出 力3.50がFMピ ーク偏移 35.0回七に対応 します。 4

以上の読みは無効です。

- 3 5 -



く一 般 〉

操作手順

操作手順

コメン ト

要

初期設定 ( INSttR PRESE丁 )

電源をオンにすると,本 器は自己動作チェックを実行し,そ の後初期設定状態にセットされます。この

間約 10秒 ,前 面パネル表示器すべてが灯ります。

インス トルメント・プリセット・キーを押すと,電 源をオンにするときとは異なり,単 に本器を初期設

定状態に戻す働きをします。

本器の自己動作チェックと初期設定を行うときは,電 源を一度オフにした後で再度オンにします。

本器を単に初期設定状態に戻すだけのときは, INSTR PRESET(青 色キーとAUTOMATIC

OPERATIONキ ー )を押します。

自動設定 (AU丁 OMA丁 IC OPERA丁 10N)

測定に最適な設定を自動的に行います。 AUTOMATIC OPERATIONキ
ーを押す ことによって,

のことが行えます。

1.最 大入力信号に自動同調し,既 に選択 している測定を実行します。

2.ほ とんどのスペシャル・ファンクションを解除します。また,前 面パネルのTRACK MODE,

RANGE HOLD,DISABLE ERROR,S(シ フト),青 色キーの設定も解除します。

AUTOMATIC OPERAT10Nキ ーを押します。

8902Aの同調RFレ ベル ・モードでは使用できません。

要

レンジ 0ホール ド

要     RANGE HOLDキ ーは,そのときのレンジ設定 (固定されるレンジは次のスペシャル・ファンクショ

ン)で本器を固定します。

スペシャル・ファンクション 測 定 機 能

１

２

３

７

９

１０

RF入 力の利得と減衰

オーディオ・レンジ

RFお よび IFフ ィルタ

RF周 波数分解能

IF利 得 (8902Aの み )

RFノ くワー・レンジ

所望の測定状態でスペシャル・ファンクションを固定するには,まず本器をその設定状態にし,次に

RANGE HoLDキ ーを押します。

レンジ・ホールドを解除するときは,再度RANGE HOLDキ ーを押すかまたはAUTOMATIC

OPERAT10Nキ ーを押します。



く一 般 (つづき)〉

リ ミ ッ ト

概  要      リ ミット値を設定して,その後の測定で測定結果が上限下限値を越えたときに前面パネルのLIMIT表

示器が点燈します。

操作手順     1.基 準値の設定

所望の測定モードを選択します。次に基準値をキー入力して,RAT10キ ーを押します。

2.上 限下限の指定

14.l SPCL(下限設定 )または 14.2 SPCL(上 限設定 )を押して,この基準値を下限値または

上限値として設定します。

3.RAT10キ ーを押して,測定を開始します。

リミットを解除するときは, 14.O SPCLを押します。

操 作 例     FM偏 移の上限値を75 kHzに設定します。

「晏Ψ
田
¬

□
|

r¬常
V¬
―
C00C‐口‐口
l ryに
・。“
¬r

□ □□□□ □
: 1     基 準値を上限に指定     :L 測 定開始 」

¨̈
・［］

¬

ストア/リコール

概  要      最 高8種類の本器の設定状態 (前面パネル機能とはとんどのスペシャル・フテンクション)を内部不揮

発性メモリにストア/リ コールすることができます。

操作ヨlE     そ のときの設定状態をストアするときは,STORE(青 色キーと7)を 押して,次 にメモリ番号(1～

8)を キー入力します。

ストアした設定状態をリコールするときは,RECALL(青 色キーと8)を 押して,次 にメモリ番号

(1～ 8)を キー入力します。

コメント     RFパ ワー校正係数は専用の内部不揮発生メモリにストアされており,こ こで述べたストア/リ コール

機能は使用しません。

- 3 7 -



概

く一 般 (つ づき )〉

操作手順

操作例 1

操作例 2

コメント

相対値表示,ロ グ /リニア表示

RAT10お よびPREV10US RAT10キ ーは,あ る基準に対する相対値で測定結果を表示します。基準

値には,そ のとき表示されている測定値あるいはキ
ー入力された値が設定されます。

LOG/LINキ ーを押して,測定結果を対数 (ロ グ)またはリニアに変換できます。

相対饉表示 (RAT10)

1.所 望の測定モードを選択します。

2.次 のどちらかの方法で,基 準値を設定します。

測定値を基準値に設定する。

数字キーを押して基準値をキー入力する。

3.RAT10キ ーを押します。

既に設定していた基準櫨による相対値表示 (PREViOUS RATiO)

1.測 定モードを選択する。

2.PREVIOUS RAT10(青 色キー,RATIOキ ー)を押す。

表示されている測定値(例:FM偏 移35.35 kHz)を基準値に設定する。このとき表示は100%(LIN

:リニア )または Od B ( L O G :対 数 )になります。

測定値 (例 :FM偏 移 35."kHz)を 基準値 50 kHzに対する相対値で表わす場合は次のようにキ
ー入力

します。この例では,表示は70。7¢REL(リ ニア )または
-3.01dB REL(対 数 )になります。

8902Aの同調RFレ ベル測定で相対値表示を行う場合は,RATIOで はなくSET REFキ
ーを使用

してください(同調RFレ ベル測定の項を参照 )。

「

¨̈
［］

ｒ

「
回
げ
□
¨̈
［］

ｒ



く一 般 (つ づき )〉

RF入 カアッテネーション/ゲイン

概  要      ス ペシャル・ファンクション1で,RF入 力のアッテネーション/ゲインを設定することができます。

操作手順    次 のスペシャル・ファンクションを使用します。

R F入 力 スペ シ ャル

ファンクション
コー ドRF rl.{ > '

RFア ッテネーション

自 動 設 定
'

自 動 設 定 1.O SPCL

OdB十

OdB 1.lSPCL

10 dB 1.2 SPCL

20 dB 1.3 SPCL

30 dB 1.4 SPCL

40 dB 1.5 SPCL

50dB 1.6 SPCL

24dB* OdBホ I .?  SPCL *

24dB* l 0 d B * 1.8 sPcL *

自 動 設 定
中

10dBア ッテネータが常に挿

入された状態の自動設定 (同

調RFレ ベル測定のときのみ)

1 .9  sPcL '

* 8902Aの み

*●8902Aの同調RFレ ベル測定のみ

腋Ｗ
ATTCmuArOn

ro orHcR“ cASullE“C"r
ClRCulマS

- 3 9 -



く一 般 (つ づき )〉

概  要

操作手順

RF/:Fフ ィルタ

RFお よび IF経路にフィルタを挿入し,不要信号を除去することができます。

次のスペシャル ・ファンクションを使用します。

スペシャル
ファンクション
コー ド

:F周 轍 ワイ ド:Fフィルタ
ナロー :Fフィルタ

(30kHz BW)

RFハ イ′ヽス・フィメレ6

(5.25MHz)

3.O SPCL 自動 設 定 オ フ

3.l SPCL 455 kHz 200kHz BW オ フ オ フ

3.2 SPCL 1.5 MHz 2.5MHz LPF オ フ オ フ

3.3 SPCL 455 kHz 200kHz BW オ フ オ ン

3.4 SPCL 1.5 MHz 2.5MHz LPF オ フ オ ン

3.5 SPCL
(8902Aの み )

455 kHz 200kHz BW オ ン オ フ

3.6 SPCL 455 kHz 2.5MHz LPF オ ン オ フ

3.7 SPCL
(8902Aのみ)

455 kHz 200膨  BW オ ン オ ン

3.8 SPCL 455 kHz 2.5MHz LPF オ ン オ ン

Ш̈



〈一 般 (つづき)〉

!F周 波 数

概  要      本 器は 3種類の方法で入力信号に同調します。

1.RF周 波数く2.5 MHzの とき,入 力信号は直接 IF信 号になります。

2.RF周 波数 2.5 MHz～ 10MHzの とき,入 力信号は 455kHz IFに ダウン・コンバートされます。

(8902Aの 同調RFレ ベル測定モ
ードでは,入 力周波数に関らず常に455 kHz IFが 選択されます。)

3.RF周 波数>10M陀 のとき,入 力信号は 1.5MHz IFに ダウン・コンバ
ートされます。 (ス ペシ

ャル ・ファンクションで 455 kIIz IFを選択することもできます。 )

スペシャル ・ファンクションを用いて,IF周 波数を測定できます。

操作手順     34.O SPCLを キー入力して, IF周 波数が測定できます。

コメント     RF入 力信号>300MHzで 455kHz IFを 使用すると,寄 生AMが 増加します。

:Fゲイン (8902Aの み )

概  要      同 調RFレ ベル測定では,自動的に IFアンプがオンになります。 同 調RFレ ベル測定以外の同調測定

においても,ス ペシャル・ファンクションを用いて IFア ンプをオンにすることができます。

操作手順     所 望のスペシャル・ファンクションをキ
ー入力します。

スペシャル・ファンクション !Fゲイン (dB)

9.O SPCL

9.l SPCL

9.2 SPCL

9.3 SPCL

9.4 SPCL

9.5 SPCL

9.6 SPCL

9.7 SPCL

自動設定

0

10

20

30

40

50

60

コメン ト     IFア ンプは同調 RFレ ベル測定のために装備されています。その他の測定において IFアソプを使用す

ると,感 度は高くなりますが,測 定性能は悪くなることがあります。

-41-



く一 般 (つ づき )〉

操作手順

コメント

要

IFレ ベ ル

実際の IFレベルを最適 IFレベルに対する比(%)で 測定表示しま丸  IFレ ベルが 1∞ %で あれば,変

調測定が正確に行われることを意味します。AM測 定確度は IFレ
・やレに直接影響されますが,FMお よ

びφM測 定の場合はIFレ～ レが極端に小さくない限り影響されません。
一般に IFレ ベルが99。9～ 1∞.1

%の 範囲内であれば,す べての測定は IFレ ベルに左右されません。

IFレ ベルを表示 (%)す るときは, IF LEVEL(S,φ Mキ ー)キ ーを押します。

AM ALCル ープがオープンまたは IFレ ベルが不十分のときは,表 示されたAM変 調度は実際のAM

変調度に比例した値であり,ま た表示された IFレ ベルはキャリアの平均レベルに比例した値になりま

す。実際のAM変 調度は次式を用いて求めることができます。

AM∽ =   × 爛

AM ALCル ープがオープンの場合には ,FM測 定は IFレ ベル≧1∞%に おいて ,ま たAM測 定は

IFレベル≦1∞%において行なうことをお勧めします。

トーン ・バース ト受信機

ある種のFM送 信機は,キ ー・インすると短時間だけスケルチ・トーンを送出します。しかし,キ
ー・

インからスケルチ・トーンが現われるまでの間に復調信号中に含まれるオ
ーディオ雑音のため,ス ケル

チ ・トーンの周波数の測定は非常に困難なものになります。

スペシャル・ファンクション18は ,RF INPUT端 子に信号が検出された時点とMODULAT10N

olrrPllr/AUDIO INPUT端 子に復調信号が出力される時点の間に任意の遅延時間を設定します。し

たがって,必 要なオーディオ信号だけを外部周波数カウンタに入力して,再 現性の高い ト
ーンパース ト

測定を可能にします。遅延時間は 1～ 99msの 間で任意に設定できます。

概

復調出力

●0.55V

l.lVp_p

-0.55V

送信機キー
＋０・５Ｖ　Ｗ「　・０・５Ｖ

-l eems F

例)送 信機をキーしたと

きから本器のMODULA―

T10N OUTPUT/AU―

D10 1NPUT端 子に 復

調信号が現れるまでの時

間間隔を 99msに 設定 し

たときの様子 (オシロ・

スコープで測定 )。

トーン・バーストを正確に測定するために,本 器の同調およびレンジ設定を行います。

1.FMを 選択します。

: 鷲L琴11,tl省案塁電旨翫島こ高峯Ftτ3裏碧こζttFも
選択します。

4.RANGE HOLDキ ーを押し,本器の同調およびレンジ設定の状態を固定します。
5.送 信機がキーされてから本器のMODULATION OUTPUT/AUDIO INPr端 子に信号が現れる

操作手順

- 4 2 -



〈一  般 (つ づ き )〉

までの時間間隔を設定します。設定は 18NN sPCLの NN部 に所望の数値 (1～ 99)を 付けてキ

ー入力します。ただし,1&O SPCLが キ=入 力されると,99msの 遅延時間が設定されます。

18.5 SPCLは 5ms,1850 SPCLは 50msの 遅延時間を意味 します。

トーン・パースト受信機モードを解除するときは,青 色キー,S(シ フト),数 字,LOCAL,こ れら

以外の任意のキーを押します。

コメント     ト ーン・パースト受信機モードで最良の測定結果を得るには,99msを 遅延時間に設定します。短い遅

延時間を選ぶとセット・アップに注意が必要です。入力信号がない状態では,本 器の高利得 IFアンプと

リミッタは所定の IF周 波数以外の周波数で発振します。RF信 号が入力されると,IF周 波数は急に所

定の周波数に変化し,FM過 渡特性となります。このFM過 渡特性は短時間で安定しますので,長 い遅

廻時rH3を選択 していると検知されません。短い遅延時間を選択するときは,送 信機がキ
ーされたときに

設定されるIF周波数が所定のIF周波数に等しいかまたは近いように本器を同調しなけれ|ゴなりません。

通常この機能は リモ
ー ト操作で使用され,外 部周波数カウンタで周波数を数回測定 (マルチ ・ト

ーンな

ど)し ます。

各パラメータのレンジ固定は,RANGE HOLDキ
ーの代 りに個々のスペシャル・ファンクションを設

定して行うこともできます。

,多〆メ/′
ソ
縁フイ燕,ィム,

周波数オフセット
・コントロール/ノクタ'ノ/ダク/プ′|√

概  要      外 部ミキサおよび外部LO(局 部発振器)を用いて,最高42GHzま でのマイクロ波の測定が行えます。

このとき,LOの 信号純度と周波数 ドリフトが測定確度に直接影響しますので,8340A,8672A,8673A

などの高性能信号源をLOと してお使いください。                   「

このときRFパ ワーを測にすると,周 波数オフセット
・モード用のRFパ ワー校正係数 (第 2の校正係

数メモリ)が使用されます。

操作手順     外 部ミキサと外部 LOを 使って,マ イクロ波信号を13∞Mttz以 下の周波数にダウン
・コンパートして

本器に入力します。

まず還曇(PcL,LO周 波数 (MHz),MHZを キー入力します。次に周波数オフセット・モ
ードに入

るために,27.lSPCLを キー入力します。

本器を入力信号に自動同調させるか,あ るいは手動で同調 (周波数とMHzを キ
ー入力)します。

これ以後は通常のRF帯 の測定と同じ方法で,各種測定が行えます。

コメント     FMま たはφM(位 相変調 )測定では,外部 LO周 波数がマイクロ波入力周波数よりも小さいときは,

正負ピークの極性が反転します。

裏面パネルのFREQ OFST l円 ]L OUT端 子は,周波数オフセット
・モードと外部 LOの 周波数 (2

18GHz)の 状態を外部回路に知らせるだ軽に使うことができます。

周波数オフセット
・モー ド 外部 LO周 波数 FREQ OFST TTL OuTの 出力電圧(公称)

オフ

オン

オン

オン

0

0<f≦ 18GHz

18<f≦ 40.7GHz

０
０
響
響

- 4 3 =



くスペシャル ・フアンクション〉

概  要

操作手順

スペシャル・ファンクション

スペシャル ・ファンクションは,本 器の基本ファンクションにさらに追加されている機能です。

スペシャル ・ファンクションの設定は,スペシャル・ファンクション・コニド(数値キ
ー)と SPCLキ

ーを押して行います。

スペシャル。ファンクションの鰍 は, AUTOMATIC OPERATIONキ =ま たはインストルメント・

プリセットまたはスペシャル ・ファンクションなどで行います。

スペシャル・ファンクションには,次 のようなものがあります。コメン ト

ファンクション コー ド トンメコ

RF入 力誠衰■及び

利得(RFレ ンジ)

《*8902Aの み )

自動選択 (Alr)

OdB   (ATT)

10 dB  (ATT)

20 dB   (ATT)

∞ dB   (ATT)

40 dB  (AT)

50 dB   (ATT)

2 dB  (Gain)

14 dB  (Gain)

自動選択 (常時 10 dB入力減衰器が挿入 )(Gain)

オーディオ ・レンジ 2 . 0  1

(1)真のヨ

12)750μ

自動選択

AM(%)     FM(kHz)      φ M(rad)

<4          ≦ 0.4    ≦004(2)        ≦ 0.4

≦4 0      ≦ 4    ≦ 0 4●)     ≦ 4

<100        ≦ 40     ≦ 4(2)           ≦40

く100         ≦400    ≦ 40(2)           ≦400

:効値応答形検波器使用。

sデ ィエンファシスおよびプリディスプレイを選択 したとき。

RFお よび :Fフ ィメレタ

(*8902Aの み)

3 . 0

3 1

3 . 2

3 . 3

3 4

+ 3 5

3 6

●3 . 7

3 . 8

自動選択

IF周波数   IFフ ィルタ   広 帯域 IF   狭 帯域 IF    RF HP

( dヽiz)                    フ ィルタ       フ ィルタ        フ ィルタ

0455   2∞ kHz BW  2∞ kHz BW   ア ウト     ア ウト

15     2.5Mル BW  2.5MHz BW   ア ウト      ア ウト

0.455     2Clll kHz BW  2∞ kHz BW     ア ウト        イ ン

1.5     2.5MHz BW  2.5MHz BW    ア ウト      イ ン

0455      -    200 kHz BW   イ ン     ア ウト

0.455    2 5MHz BW  2.5MHz BW    イ ン      ア ウト

0455        --     2∞ kHz BW     イ ン        イ ン

0455    2.5MHz BW  2.5MHz BW    イ ン       イ ン

(8901Bの み) (8902Aの み) (8蛇 Aのみ)

ロロRFレベルヨ定の

機政器と平均時間

(8902Aの み )

4.0

41

42

4.3

4.4

4.5

4.6

4 . 7

検 波  器       帯 域幅 (Hz)     測 定平均時間(秒)

同 期         自 動選択         自 動選択

同 期          0.1            10

同 期          1            1

同 期          10           0.1

平均値        自 動選択         自 動選択

平均値         01           10

平均値          1             1

平均値          10            0.1

オーディオ検波彗

レスポンス(1)
5 . 0

5 . 1

( 1 ) オー

ファースト(時定数60 ms)

スロー(雑音の多い測定における表示安定化に有効,時定数61Xl ms)

ィオ・ピーク検波器およびRMS検 波器のディジタル平均化の応答。



くスペシャル ・フアンクション (つ づき )〉

ファンクション コー ド ンメコ

AM ALC

レスポンス

６
．

６
．

６
．

スローAM ALC(AMレ ー ト >20Hz)

ファースト AM ALC(AMレ
ー ト >l kHz,セ ットリング時間の短縮に有効 )

AM ALCオ フ(AM出 力を使って極端にス●― ・レー トのAM測 定が可能 )

RF周 波数分解能 7 . 0

7 1

7 . 2

7 . 3

自動選択 (10 HZ:<2.5 MHz,100 Hz:<約 320 MHz,l kHz:>約 320 MHz)

1 0ロレ

10ЮHz

l k H z

エラー ・メッセージ

打消し

8 . 0

8 1

8.2

83

8.4

35

86

87

88

自動選択

E01(lF周 波数ズレ)打消し

E02(過 大入カレベル)打消し

E01,E曖 ,E03(過 小入カレベル打消し)

E04(オ ーディオ入力回路への過大入力)打消し

Eol,E04打 消し

E02,E03,E04打 消し

E01,E02,E03,E04才丁消し

E01.E02,E03,E04す べて有効

I F利得

(: Fレ ンジ )

(8902Aの み )

9 . 0

9 . 1

9 . 2

9 3

9 4

9 . 5

9 . 6

9 . 7

自動選択

OdB

10 dB

2 0  d B

30 dB

40 dB

50 dB

60 dB

R Fパ ワー ・レンジ

(パワー ・メータ)

1 0 . 0

10.1

1 0 2

1 0 3

1 0 . 4

1 0 . 5

自動選択

レンジ♯1(最 高感度 レノジ)

レンジ♯2

レンジ#3

レンジ♯4

レンジ# 5 (最 低感度レンジ)

レシオ基準 前レシオ基準の表示 (RATIOキ
ーによる新しいレシオ基準の設定,測 定ファンクショ

ンの変更などなされると,それまでのレシオ基準はもう
一つのレジスタヘ移される。こ

れは,そのデ
ータの確認用。使用は

"青
色キー,RAT10キ ー

"を
押す。)

FM"="

(ォブション010)

ビークFM偏 移の計算値を表示

復調されたピ
ーク残留FMの 偏移の量を表示

復調されたビークFM偏 移の量を表示

AM絞 正

(ォプション010)

ピークAM変 調度の計算値を表示

復調されたピ
ーク残留AM変 調度を表示

復調されたピ…クAM変 調度を表示

リミット [ 4 . 0

1 4 1

4 2

[ 4 . 3

1 4 . 4

1 4 5

t 4 . 6

1 4 . 7

1 4 . 8

1 4 9

リミットのクリヤ, LIMITラ ンプ消える

●ア ・リミットを,RAT10基 準に設定

アッパー ・リミ′卜を,RATIO基 準に設定

ロア・リミットの復活

アッパー ・リミットの復活

ロア ・リミットの表示

ァッパー ・リミットの表示

ロア ・リミット選択時の測定 コ
ード表示 (表 3-5-1参 照 )

アッパー ・リミット選択時の測定 ヨ
ード表示(表 3-5-1参 照 )

リミット設定ステ
ータス表示(形式2桁 ・●ア/アッノ‐の順,“0"未 設定 /"l"設 定 )

タイム・ベース・

チェック

(ォブション002)

1 5 . 0

15.1

1"(オ プションOυオープン・コールド), "0"(そ の他の場合)

1"(内 部タイム・ベース),"0"(外 部タイム・ベ
ース)
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くスペシャル ・ファンクション (つ づき )〉

ファンクション コー ド ン トメコ

AM校 正係数

(オブション010)

16.0

16.1

1 6 2

AM校 正係数を無効,無 補正測定

AM校 正係数を有効,補正測定

AM校 正係数の表示

FM鮨 市

くオプション010)

1 7 0

17.1

17.2

FM校 正係数を無効,無補正測定

FM校 正係数を有効,補正測定

FM校 正係数の読み取り

トーン・バースト

レシー′(―

18 NN 8901Aをトーン・パースト・レシーパのモードにする。すなわち,キ ャリヤ信号の検波

とMODULATION OUTPUTへ の出力との間にセットリング時間を挿入, NNは 1～

99msの セットリング時間。

HP― :Bア ドレス 21.0 AAAAA TLSの フォーマットでHP― IBア ドレスを表示する。AAAAAは パイナリ・

ア ドレス表示。T=1は ト
ーク・オンリ,L=1は リンス・オンリ,S=1は サービス

リクエス トが出されたことを意味する。

サービス・リクエスト 22.NN サービス・リクエストを出す条件を設定。NNは 次の値の和で指定する。

1:デ ータ・レディ 2:HP― IBェラー 4:イ ンスツルメント・エラー

8:リ ミット・ォーバー 16:外 部コントローラヘのアテンション希望

32:再 校正 64:SRQマ スクの読み出し

外部滅衰量 25 2 RF入 力端子に前置された減衰器の減衰量がストア("青 色キー/dB EXT AttEN

キー
")さ
れているとき,その値の表え

薔準段定 260

26.1

同調RFレ ベル ・モー ドによる絶対レベル測定モード

同調RFレ ベル ・モードによる相対レベル測定モー ド

周波数オフセット

(外部ミキサなど)

測定

27.0

27.1″

27.2

27 3 オフセット外部LO周 波数を含めた周波数表示

S:NAD瀾 定 29 0 オーディオSINADの 測定

外部オーディオ

RMSレ ベル測定

300 MODULAT10N OUT PUT/AUD10 1NPUT端 子における外部オーディオ入力の真

のrmsレ ベルの測定。

LO周 波鑽 33.0 LO周 波数の測定表示(内部LOモ ード)

:F周波数 34.0 IF周波数の測定表示

RFレ ベル 35 0 RFピ ーク検波器による入カレベル測定 (ピーク・レベルカiNl定可能 )

ピークロロRFレ ベル 36.0 使用 IF帯域幅内におちる信号のビーク・レベルの測定

R Fパ ワー( 1 )

証 籠

3 7 0 1

37 1

37.2  1

3 7 . 3  1

|
37.4   1

37.5

37.6

37 9  1

( 1 )自コ暖

によ・

自動使正係数モード(校正係数データ入力は37.3 SPCL)

手動校正係数モード(校正係数データの入力のキー操作 :"RF POWERキ ー,(校 正

係数 ),MHzキ ー
")

校正係数モードのステータス表示 ("0":自 動, "1":手 動 )

枝正係数データのテープルヘの入力(①基準校正係数データ入力のキー操作 :"37.3

SPCL,(校 正係数 ),青 色キー/MHzキ ー
",②
校正係数データ入力のキー操作 :

"37 3 SPCL,(周
波数 ),MHzキ ー,(校 正係数 ),青 色キー/M比 キー

")

テープル・サイズ表示(エ ントリ数の表示)

基準校正係数の呼び出し(キー操作は, "375 SPCL,青 色キー/MHzキ ー)

ネクスト周波数/校正係数ペアの呼び出し(キー操作 :゛37.6 SPCL,青 色キー/

MHzキ ー
")

テープルのクリヤ

肛 係数モードでは,ス ペシャル・ファンクション27(周 波数オフセット測定の有無 )
って校正係薇テープルカ切 り変わる(第 1テープルと第2テーブルとがある)。
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ファンクション コー ド コ メ ン ト

同日RFレ ベル校正

藤 新

８
．
８

８

RFレ ンジ♯1のための校正係数表示

RFレ ンジ♯2のための校正係数表示

RFレ ンジ♯3の ための校正係数表示

同田RFレ ベル鮨T

係数入力

39.1

392

393

399

RFレ ンジ♯1のための校正係数入力

RFレ ンジ♯2の ための校正係数入力

RFレ ンジ#3の ための校正係数入力

全校正係数をクリヤ

(  z^ r l  
"  

) v .  2  z  2O i  =>  (2JZ  >  >

オプション030の スペシヤル ・フアンクション

・隣接チャンネル漏洩電力測定用フィルタとして,12 5 kHz,25 kHz,30kHzの 3種類のフィルタが用意されています。

もし,キ ャリヤ
・ノイズ ・フィルタを指定 しないと上記の中から2つ までオプションで指定することができます。ォプシ

ョンで2つ の隣接チャンネル ・フィルタを指定すると,常 に帯域幅の広い方のフィルタが
"ワ
イド
"の スペシャル ・ファ

ンクションに,帯 域幅の狭い方のフィルタが
"ナ ロー"の スペシャル ・ファンクションに対応するように取り付けられて

います。キャリヤ ・ノイズ ・フィルタを指定すると,隣 接チャンネル
・フィルタは 1つ しか指定できず,こ のときは

"ワ

イド
"に
対応するように取り付けられます。

t ン 、や小

蛍fV｀

0,十

OP十

Oζ Σ

03 1

12、ゝ に嗜き  く 卜
~~ワ イ

SS3 η場合

・、
ノ

ド
　
　
〓

こっ ようL

SSB Aら合ネ

三]il:F l ・1ヽ

4、qsP k∫生R

ファンクション

内部 LO指 定。

外部 LO指 定 (3∞ MHz以 上の測定では低雑音外部LOが 必要 )。

LOモ ー ド表示 (0:内 部,1:外 部 )。

外 部 L O制 御

設定は 現在の入力減衰量 1.X SPCL,455kHz IF… 33 SPCLお よびエラ
ー打

消し87 SPCLを 強制設定 )。
隣 接 チ ヤ ン ネル

コ え い電 力 測定

オプションで指定 した2つ のフィルタ・オプションのうち,帯域幅の広い方のフィルタ

による基準 レベル表示 (単位V)。

24.l SPCLの 基準設定 (0 00dB)お よび周波数オフセット後のレシオ測定値の表示。

チ ャン ネル

フ ィ ル タ

(ワ イ ド)ネ

24_l SPCLと同じ,ただし帯域幅の狭い方のフィルタ。

24.2 SPCLと同じ,ただし24.3 SPCL用。

チ ャンネル

フ ィ ル タ

(ナ ロー ) '

24.l SPCLと 同じ,た だしキャリヤ ・ノイズ。フィルタ(オ プション037)用 。

24.2 SPCLと 同じ,た だし24.5 SPCL用 。

/Hz換 算後の246 SPCL(こ の前に必ず24.6 SPCL実 行 )。

キャリヤ・ノイズ・フィルタの雑音帯域瀬の入力。

24.7 SPCL用 の現在の帯域幅を表示。
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本社・営 彙 木 都:〒163東 京 都 杉 並 区 島 丼 戸 東 3 丁  目 291821 号  033316111(大代表)

京 都 支 社 : 〒1 6 8 東京 都 杉 菫 区 島 丼 戸 東 3 丁 目 8 ・● 2 0 号 0 3 - 3 3 5 ‐3 1 1 ! ( 代表)

1山 台  支  店 :〒980 flt台市固分野 1丁目7=18号  明治生命仙台固分町ヒル内 022‐225‐01(代 表 )

日 東  支  店 :〒躙
'大
 宮  市  土  手  町  , T 日  2 = 埼 共連とル内 048‐645-303'(代 表 )

秋 田 営  業  所 :〒OII秋田市中遍り4丁 目2■ 7号  日本生命秋田中央烙ビル内 0188‐36‐5021(代 表 )

都 山 営  業  所 :〒963郡 山 市 虎 丸 町 211B10号  日本団体生命郡山ビル内 0219‐39‐,日|(代 表 )

宇 椰 宮 営 彙 所 :〒320宇椰宮市大遍り2丁 目3■ 1号 千代田生命宇都官ビル内 0286‐33‐I153(代 春 )

熊 谷  曽  業  所 :〒360熊 谷 市 筑 渡 3 丁  目 ` 書  熊谷朝日八十二ヒル内 0485‐24-6563(代 表 )

八 王 子 営 業 所 : 〒1 9 2 東京 都 八 王 子 市 高 倉 町 9  a t  l 号 0 4 2 6 ‐4 2 ‐1 2 6 ! ( 代表)

長 野  営  業 所 :〒380長 野  市  南  県 可  1081 ● 地  長野東京海上ヒル内 026224‐3012(代 表 )

諏 訪 営 業 所 :〒393長野県籠訪郡T饉 訪町矢木西139■地 1号 大円ビル内 o266‐288851(代表)

東 京  支  社 :〒163東京都新宿区西新宿2丁 目7=1号  新宿ニー生命ビル内 03343461(大代表)

品 川  支  店 :〒'08東京都港区港南 IT日 6■ 34号 東京日産たヒル内 03‐458541(代 表)

弯 「 `:ヽ 1解 :軍翌 弯 「 1熟 %福 げ f」 Fぞ R彗 「詰 [ル禽 :難 算 :|:1議 翼

千 葉 営  業 所 :〒280千 =市 中央 3T日 31■ 1号  フ ジモト第一生命ヒル内 o47225‐7'01(代 表 '

横  浜  支  社 :〒221横浜市41奈川区鶴慶町3丁 目321●地の13 第二安田ヒル内 045312‐1252(代 表 )

厚 木 支 店 : 〒2 1 3 厚 木 市 恩 名 i  S  2 春 1 号 0 4 6 2 ‐2 50ヽ 0 3 , ( は)

西 部  支  社 :〒532大 阪市 淀 "1区 西中島 5丁 目 I IE 20号 中央ビル内 06・304‐6021(大代表)

名 古  慶  支  店 :〒450名古屋市・●●区郷古野1丁目4藩 :号 名古屋国際センターヒル内052‐57■5'|(代 表 )

京  都  支   店 :〒600京都市T京区t小路通島丸西入東電小路町614 計京ロセンターヒル内075‐343‐0921(代 表 )

4 1  戸  支  店 : 〒6 5 0 神戸市 中央 区海岸通 2 丁 ' 2 ■ 3 号 東和ヒル内 0 7 8 3 9 2 ‐4 ' 9 ! ( 代表)

静 岡  営  業  所 :〒430浜松市元機町219■地21号 浜松元城町第一生命ヒル内 053456177!(代 表 )

E 田  営  業  所 :〒4'3■ 田市御幸本町 1丁 目 179番地 壼田東京海上ヒル内 0565275611(代 表 )

広 島  営  業  所 :〒'30広 島 市 中 区 本 通 り 6● |1号 安田生命広島ビル内 082‐24‐0611(代 表 )

福 岡  営  業  所 :T812福 岡市博多区博多駅南 IT日 3■ 6号 第二博多倍成ヒル内 092172‐3731(代 表 )

医,キ等機器事業本部:〒168東 京 都 杉 並 区 島 丼 戸 東 3 丁  目 29■ 21号 03‐33■6111(大代表)

相 棋 原 =葉 所 :〒2291B 模  原  市  矢  部  1 丁  目  27 ●  15 号 0427‐59‐13H(夫ft表)

工       場 :〒192東 京  都  八  王  子  市  高  倉  旬  9 番  1 号 042642‐1231(大代表)
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